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コロナ不況への対応 

公益財団法人 京都健康管理研究会 理事長 泉  孝 英 

この一年、新型コロナウイルスに世界は翻弄され続けてきました。わが国でも、昨年４月の非

常事態宣言以来、第１波、より大きな第２波、そして、更に大きな第３波と続きました。しかし、

やっと収束に向かっているようです。とは言え、感染者ゼロにはならないでしょうし、いささか

のリバウンドもあることだと思います。その中で経済活動をどうするかです。 

新型コロナウイルス対策の転換が必要です。感染防止中心の対策から患者の生命を守る対策に 

転換し、経済活性化を図るべきです。「非常事態宣言」など強力な感染防止対策が行われました

が、実効性はきわめて大きかったとは言えないことだったと思います。古来、「伝染病はどうい

うことだか判らない内に発生・流行し、どういうことだか判らない内に終息する」とは歴史の教

えるところです。歴史上の原則を変えることは至難の業です。 

幸い、わが国は、欧米諸国に比較して、感染率も死亡率も1/100です。そして、昨年は一昨年

に比較して、死亡者が、高齢者を中心に減少しました。伝染病の流行年には、平均寿命が短くな

るとの古代ローマ、ギリシア時代からの鉄則が破られました。 

新型コロナウイルスの正体を正しく理解し、経済活動の低下をきたさないことだと思います。 

（京都大学名誉教授）
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［研修］ 

横須賀米国海軍病院における1960年度インターン時代 

上羽康夫 

はじめに 

1945年（昭和20年）に第二次世界大戦は終

り、横須賀に米国海軍病院が建設された。朝

鮮戦争（1950～1953年）やベトナム戦争（1955

～1975年）など極東アジア地域での戦争勃発

により米国水兵 sailor・海兵隊員 marine が数

多く極東に送られて来るのに伴い、横須賀米

国海軍病院 Yokosuka US Naval Hospital

（Y-USNH）の存在は一段と重要視され、医

療内容も充実した。 

1950年代のわが国の医学部ではドイツ式医

学教育が未だ根強く残り、一般病院でもドイ

ツ語が医療用語として広く使われている中で

我国に新しい米国式医学を導入しようと努力

が行われていた時代でもあった。 

ここに1960年代初頭の米海軍病院インター

ンについて書くのだが、思い出せない事柄も

多く、記憶に間違いもあろうかと懸念するが、

ご容赦を頂きたい。 

 

米国医学への憧れ 

1954（昭和29）年４月に京大医学進学コー

スに入学した私は２年間宇治分校に通い、そ

の後1956（昭和31）年にもう一度医学部医学

科の試験を受けてようやく京大医学部医学科

に入った。最初の２年間はボート部でシェ

ル・ボートを漕いだ。 

医学科３年生（現代風に言えば医学部５年

生）の春に医学部 ESS（English Speaking 

Society）が創設されたので参加した。この

ESS 参加が其後の人生に大きな影響をもたら

すとは予想もしなかった。ESS 創設者であっ

た阿部光幸、森健次郎先輩に頼まれ、米国プ

リンストン大学英文科 Thomas V. Motter 教

授の京都市内観光に同行した。その２週間に

彼から米国英語を学び、米国医学にも興味を

持った。 

翌年に森先輩が立川米国空軍病院インター

ンとなられ、医学部４年生であった私を其処

のエクスターン externとして夏休み１ケ月間

研修する機会を与えて下さった。其処で私は

アメリカ医学教育の素晴らしさを知ることが

できた。 

 

卒後医学教育刷新への模索 

1960年頃の卒後医学教育制度はわが国で

は未だ充実せず、大学病院では研修医を無給

副手として研修をさせ、給与は全く支払われ

なかった。 

それを憂いた多くの医学教育者はY-USNH

へ若い日本人医師をインターンとして送り込

み、卒後研修を受けさせようと努力していた。

その要望に応え、Y-USNH 内科部長であった

Dr. Henry Weiss は日本人医学部卒業生をイ

ンターンとして受け入れ、わが国の研修医資

格を得ると同時に米国医療制度におけるイン

ターン資格をも取得できる医学教育を提供で

きるよう努力したのである。インターン生活

に必要な衣食住を提供するばかりでなく、月

給13,490円も支給された。 
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Y-USNH インターンへの挑戦 

医学部卒業が近くなると友人達は各地の病

院を訪問したが、私は立川空軍病院インター

ンに応募すると決めていた。ところが、横須

賀米国海軍基地に勤務する伯父が Y-USNH

は優れた設備を備え、優秀な医師が揃ってい

るからインターンに応募しなさいとアドバイ

スを呉れた。伯父は軍艦造船技師であったが、

息子２人は医師であり、米国海軍病院の歴史

や医療内容を良く理解していた。色々な観点

から立川と横須賀の米軍病院を比較・検討し

たが、確かに Y-USNH は優れたインターン

教育を提供し、米国インターン研修病院とし

て認定されていたので、ここに応募すると決

めた。 

 

インターン試験 

100人以上の応募者が居たと思う。筆記試

験が午前９～12時にあり、口頭試験は午後に

行われた。受験者は１名ずつ姓 ABC 順に呼

ばれ、小さな試験室へ誘導された。名字が U

で始まる筆者は午後９時頃まで待たされた。

面接室の正面には５人の試験官が座って居り、

矢継ぎ早に内科や外科に関する種々な質問を

して来た。内容は忘れたが、試験時間は５分

ぐらいで短かった。 

 

Y-USNH でのインターン生活 

インターンは14名であり、うち男性13名、

女性１名であった。彼女は Y-USNH 最初の

女性インターンであった（写真１）。出身大学

は10校であり、東北大２名、新潟大１名、群

馬大１名、順天大１名、千葉大１名、慶応大

１名、京大３名、阪大２名、岡山大１名、広

島大１名であった。 

インターンの待遇はきわめて良く、将校

junior lieutenant の取り扱いを受けた。食事

も将校食堂で毎朝食べていた。病院の Interns 

（左から）柳原武彦（阪大）、上羽康夫（京大）、富岡 進（群馬大）、田中史郎（京大）、田村康二（新潟大）、

田井千秋（岡山大）、鈴木健治（慶応大）、新谷弘美（順天堂大）、笹森戴夫〔としお〕（東北大）、青葉〔小林〕

裕子（東北大）、中村孝光（阪大）、大森義昭（広島大）、羽白 清（京大）、道場信孝（千葉大）。 

写真１ 横須賀米国海軍病院 1960年インターン生 
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quarter と呼ばれる場所に各自の部屋が与え

られた。当時は未だ携帯電話は無く、Interns 

quarter に固定電話１台在ったきりで、少々不

便だった。 

 

インターン教育 

内科医長の Dr. Henry Weiss がインターン

教育の総責任者であり、米国式インターン教

育が真剣に行われた。各インターンには夫々

の米海軍医師がアドバイザーとして任命され、

困った事はアドバイザーに相談できるよう配

慮された。臨床講義は毎朝８時から約２時間

あり、午後は担当病棟で上司医師と回診（注：

海軍では sick call と呼ぶ）や入院患者の診療

にあたり、毎日が忙しい日々であった。臨床

講義ではアメリカ海軍医師が夫々の専門分野

の基礎的必須事項を講義したが、勿論英語で

の講義であり、内容も可成り専門的であった。

筆者はその内容を十分に理解できず、特に夜

勤明けの日には眠くて聴講に耐えるのが精い

っぱいであった。 

しかし、最も印象に残った教訓は今も良く

覚えている。それは、どの講義でも強調され

ていた新しい患者を診察する時の心得であり、 

“Examine from top to toe !!”（頭のてっぺん

から足趾先まで診察せよ）との語句であった。 

臨床実習では、外来診察にインターンが参

加することは少なく、もっぱら病棟回診に同

行し、入院患者の治療と入院・退院カルテの

記載をするのが主要な業務であった。印象的

だったのは、ほぼ毎週の金曜日の夕刻にラオ

スやベトナム戦線から多数の負傷者が空送帰

還 air back するのであった。それが何時も夕

刻であり、当直インターン達は総動員で真夜

中まで診察を行い、患者たちを緊急入院させ

た。病棟での仕事は各インターンにより少し

ずつ異なるが、基本的には１ヶ月ごとに交代

しながら内科、外科、精神科、産婦人科、臨

床病理などの臨床14部門を巡り、プログラム

に従っての実地修練をした。一般病棟には水

兵と海兵隊員の患者が入院していたが、家族

の方々も可成り居た。将校患者たちは将校病

棟 officer’s quarter と呼ばれる別病棟に入院

していた。 

ここでは日本の病院で経験できぬ出来事に

も屡々出会った。その一部をここに紹介する。 

①将校病棟にある日、若い将校が耳硬化症

otosclerosis の診断で入院して来た。ベトナム

戦線で砲撃や爆音の激音で聴力異変が生じた

ようだった。私は覚えたばかりの「頭のてっ

ぺんから足趾先まで」の診察を行い、心音の

異常に気付いた。将校にその旨を告げると、

彼は「そんな筈はない。自分は軍隊に入って

から毎年身体検査を受けているし、今年も受

けて異常なしと言われた」と主張した。「だ

が、心音は私には異常に聴こえる」と反論す

ると、「では、心臓内科の専門医に意見を聴こ

う」との合意に達した。心疾患専門の内科医

が直ぐに来て診察し、矢張り心音異常はある

から心電図を採ると云い、その結果「開弁期

弾発音 opening snap である。」と診断した。

将校患者はその診断を聴き、改めて心雑音の

存在を受け入れた。そして、多くのアメリカ

人医師が聞き取れなかった心雑音を日本人イ

ンターンは見逃さなかったと大いに賞賛して

くれた。私が後日ボストン市民病院整形外科

フェローの応募した時、ボストン・ハーバー

ド大学卒業生であった彼が私の推薦状を付け

てくれたとの噂を聞いた。その真否は定かで

はないが、今でも患者診察時には「from top 

to toe」診察基本を大切にしている。 

②整形外科病棟では膝半月板損傷に対する

手術が殆ど毎日行われていた。手術する膝関

節周辺の消毒と布掛けをする時に下肢を持ち
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上げ・支える役目はインターンの仕事であっ

た。大きなアメリカ人若者の下肢は10～15㎏

もあり、それを10分間も片手で支えるのは大

変な仕事であった。インターン達にとっては

苦痛の種であり、整形外科は大いに嫌われた。

だが、学生時代にボート部で筋力を鍛えた筆

者には丁度適当な運動であり、手術するアメ

リカ整形外科医に重宝がられた。それが切掛

けで整形外科医となった。 

③当時は未だ人種差別が明確に存在する時

代であった。産婦人科では、日本人インター

ンに診察されるのを拒む白人婦人が少なくな

かった。そんな時、担当上司である産婦人科

の将校医師に上告すると、「日本人インターン

の診察を受けなさい。これは私からの命令

Order である！」と一喝され、問題は直ちに

解決された。軍隊の命令秩序の厳しさを確り

と知った。 

④精神科病棟には若く元気な兵隊たちが沢

山居り、彼らとチェスや会話を楽しむ日々で

あった。精神病の勉強にはならなかったが、

英語辞書に記載されていない海軍用語 slang

を沢山覚えた。また、自転車を買いたいと云

う黒人水兵を横須賀市街に連れて行き、新品

の自転車を買う手助けをしてやった時には彼

は涙を流して喜んでくれた。黒人の彼等は一

人で街に出るのは非常に難しく、将校と一緒

に歩くのは初めてだったからである。 

1961年３月31日に1960年度インターン修

了式が盛大に挙行され、インターン達は故郷

へ帰った。私は次年度インターンとの連絡役

として更に２週間ほど居残った（写真２）。 

思い返せば、当時の Y-USNH スタッフの

温かく熱心なご指導とインターン達の懸命な

努力によって如何に多くのものを習得できた

かを知る。特に、1960年秋に米国大使館にて

英語の ECFMG 試験に Y-USNH インターン

全員が合格し、更にインターン直後の日本医

師国家試験にもインターン全員が合格したの

である。充実した Y-USNH インターン教育

(from Left to Right) Juall Zangettia, W.R. Bosa, Yukiaki Abe, William New, Yasuo Ueba, 

M. Kawakami, Henry Weiss, Y. Kanbe. 

写真２ Staff Officers and Ueba 
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を実証するものであろう。Y-USNH1960年度

インターン教育に携わって下さったアメリカ

ならびに日本の方々に最大の敬意を表したい

（写真３）。 

 

おわりに 

当時の Y-USNH インターン達の大半はアメ

リカに留学し、多くの者はそこで医学を学ん

で帰国し、我が国の医療の発展に貢献した。

帰国せずに米国に留まり、医師として米国の

医療に貢献した者も少なくない。更に、イン

ターン時代の経験を基礎とし、米国留学で得

た正しい医学英語を纏めた羽白清著「臨床英

文の正しい書き方」、金芳堂、1968年初版は

長年にわたり多くの医学生・医師・医学研究

者に読まれ続け、我が国の優れた英語医学論

文が発表された。横須賀米国海軍病院でのイ

ンターン時代から早くも60年の歳月が過ぎ、

当時の若者たちの多くは既に高齢者となり、

或る者は既に他界した。その業績を含めて、

横須賀米国海軍病院インターン教育が果たし

た重要さを再評価する時代であろう。 

  

（京都大学医短学部名誉教授、日本手外科学会

名誉会員、日本肩関節学会名誉会員、中国・

四国整形外科学会名誉会員。現：医療法人白

菊会理事長、健康医療評価研究機構評議員、

高知リハビリテーション専門職大学客員教授）  

写真３ Staff Officers and Interns. U.S. Naval Hospital, Yokosuka, Japan 1960-1961 
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［留学］ 

アメリカ留学 

井澤豊春 

留学前 

私は1962年３月東北大学医学部を卒業し、

同年４月から翌63年３月まで、１年間横須賀

の米国海軍病院でインターンをした。インタ

ーン終了後、内科学専攻として同大学院に進

学した。私はかねてから呼吸器病学、特に肺

の機能に興味を持っていた。当時の肺機能学

は専ら数値によって、肺全体の機能、肺容量

とか、呼気・吸気の速度とか、拡散能力等を

示してくれたが、肺の局所、局所の機能がど

うであるかについては、測定不能だったため

か、等閑視されたままだった。肺の機能を画

像として理解するには胸部Ⅹ線写真によるし

かなかった。ただ、胸部Ⅹ線写真は肺の解剖

の推測には適しているが、肺の機能とは必ず

しも一致しない。肺の機能は、大まかに肺の

換気分布、肺血流分布、両者の間のガス交換

からなるが、胸部Ⅹ線写真からはそれを知る

ことができない。何らかの方法で肺の機能を

胸部Ⅹ線写真の様に画像で示すことはできな

いか、そのためには、恐らく放射能を使用し

てその分布を知れば、手掛かりが得られるの

ではないかと、毎日漠然と考える日が続いた。 

そんなある日、大学の医学図書館で新刊雑

誌を見ていて、後に生涯の師となる George V. 

Taplin 先生の論文に遭遇した。ヒト Albumin

を酸、アルカリ、加熱処理して凝集させて、

大凝集アルブミン（Macroaggregated Albu- 

min, MAA）にして、それを血流に乗せて注

射すると、肺、肝臓などの血流分布が判明す

るというものであった。特に肺血流分布が知

られるので、肺栓塞の診断に有用であろう、

というものであった。私はこの論文に大きな

衝撃を受けた。その製法を習得し、MAA の

製造に成功すれば、そしてそれを静脈注射す

れば、肺血流分布を知ることができるのでは

ないかと直感して、感動のあまり、盲蛇にお

じずの例えよろしく、無礼を顧みず、Taplin

先生に直接手紙を書いた。時を経ずして、思

いがけず、先生からご親切なご返信をいただ

き、同時にこれまで入手できないでいた多く

の先生の論文もお送り頂いた。当時の研究室

には、GM カウンターなどしかない時代であ

る。それ以前に、Knipping らの GM カウン

ターを胸壁にあて、吸入させた133Xe の肺内の

挙動を測定し、時間放射能曲線（Time Acti- 

vity Curve）を描かせた Isotopen Thorakogra- 

phie や、West や Dollery らの Cyclotron 産生 

C15O2を用い、肺の上下の２領域を選び、同

時計数回路（Coincidence Circuit）を用い、

単一呼吸で C15O2を吸入させて、この時の放

射能の立ち上がりを測定し、局所換気の指標

とした研究などがあったが、MAA 製剤を用

いた血流分布の研究は皆無であった。 

Taplin先生による MAA を是が非でも製造

すべく、臨床診療活動の合間に、指示通りに

ヒト Albumin を加熱したり、酸、アルカリ処

理をして、MAA まがいのものを作っては、

検鏡し、マウスに注射する日々が続いた。あ

る程度の大きさの凝集 Albumin ができたあ
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る日、偶然当時の第一製薬㈱で、小川弘博士

が臨床用製品を作るため、同じ試みをしてお

られることを知ることになった。私が実験室

で、MAA の製造に成功しても人体に使用で

きるほどの衛生管理ができるはずがないので、

小川博士に頼みこみ、先生が作った試供品を

用いて、動物実験そして人体に使用して基礎

データを取るのが早道と考えて、試供品を提

供してもらうことにした。131I-MAA の動物体

内分布、臟器内の滞留時間、人体に使用した

場合の抗体生成の有無などを、放射能の計測

を含め、125I-MAA を用いた Autoradiography

などを駆使して、調べた。 

私の究極の目的はヒトの肺内の血流分布の

研究で、肺内放射能分布を調べることである

が、肝心の放射能分布の撮像機器（Imaging 

Devices）がないことには始まらない。MAA

作成実験の開始当初から、恩師の岡捨巳先生

に泣きついて、その入手を懇願した。ただ、

高価な機器で右から左へというわけには参ら

ない。厳しい現実に途方に暮れもした。当時

島津製作所で新たに３×２インチ径Nal結晶

の Scanner を製造・発売する計画を耳にした

ので、この大きさの Nal 結晶の Scanner であ

れば、肺のスキャンが可能であると考えて、

この機器の購入に照準を合わせて、その入手

方を懇願した。島津本社を訪問して、購入な

いし貸与方法を懇願したりもした。岡先生の

ご尽力はもとより、各方面のご協力、幸運も

加わって、言い出し始めて２年足らずして東

北大学本部の予算で購入してくれることが決

まり、1964年秋納入される運びになった。天

にも昇るうれしさで、関係者には感謝の言葉

もなかった。このほぼ２年の間に、MAA に関

する基礎データも大かた出揃って、131I-MAA

は、正式に臨床用に発売されることになって、

肺 Scan を用いた臨床研究がスタートした。 

私の所属した東北大学抗酸菌病研究所では

各種肺疾患の患者に事欠かないので、各疾患

における肺血流分布の研究に着手し、成果を

論文にまとめた。左右肺の肺血流分布比と、

左右別分離肺機能検査で求めた酸素消費量比

の間には、ほぼ１対１の相関が明らかになり、

初めに予想したとおり、MAA による放射能

分布は肺（動脈）血流分布そのものであるこ

とに意を強くした。また、一酸化炭素（CO）

肺拡散能力（DLCO）ともよく相関して、MAA

の肺内分布は、ますます肺血流分布そのもの

を見ていることに確信が持たれ、研究の方向

性に間違いがないことに意を強くした。肺局

所が破壊された病変部位には肺血流分布は激

減ないしは存在せず、肺気腫や気管支拡張し

た肺領域でも、肺血流分布が減少ないし低下

して、換気の低下、ないし肺内の酸素分圧が

肺血流分布に大きな影響を及ぼすことが分か

った。Carlens カテーテルを用いて局所肺に

酸素濃度の低いガスを吸入させると、その肺

領域の肺血流分布が低下することも証明され

た。 体位を仰臥位から、側臥位に変換すると、

下になった肺の肺血流分布が増加して、肺血

流分布に重力の影響があることも明らかにな

った。 

肺血流 Scanning による研究データが少し

ずつ出はじめて、論文が印刷になるその都度

に、Taplin 先生には論文をお送りした。いつ

も過分なお褒めと激励をいただいた。そして、

「近い将来一緒に勉強するのが楽しみだ」と言

って励ましてくれた。 

大学院を修了して、ほぼ１年後1968年３月

末、いよいよ先生のもとに留学することにな

った。 

アメリカ留学 

先生は私のために、American Cancer Soci- 

etyのDernham Senior Fellowshipを取って待



 9 

っていてくれた。 

1968年３月末、妻と３歳と２歳の子供と４

人羽田を出発した。丁度東大紛争たけなわで、

春見医局長が体を張って、警官と対峙してい

るニュースを車中で聞き、これからどうなる

のか、心配しながら、羽田に着いたことを思

い出す。見送りの家族や友人たちに別れを告

げ、飛行機に乗った。一晩飛んで翌朝 SF 空

港着。晴れた暑い日だった。私は大きなトラ

ンク二つをぶら下げ、汗だくになりながら国

内線 LA 行きの飛行機に乗り継いだ。当時の

旅行用トランクにはキャスターがなく、それ

こそ火事場のバカ力で、二つのトランクを持

ち運び、空港内の長い連絡通路を歩いたこと

を昨日のように思い出す。LA 空港に着いた

ら、Taplin 先生ご夫妻がニコニコしながら出

迎えてくれた。「ああとうとう来たか」と万感

胸に迫るものがあった。LA 近郊 Torrance に

ある UCLA Harbor General Hospital が、こ

れからの研究・臨床基地に用意されていた。 

翌日 Harbor General を訪ね挨拶、Depart- 

ment of Nuclear Medicine が配属先だった。

Taplin 先生は週１回病院に来られ、普段は

LA West Wood の UCLA Laboratory of Nu- 

clear Medicine and Radiation Biology におら

れるとのことだった。Harbor General での

Nuclear Medicine や Respiratory Medicine の

毎週の Conferences に加え、月一度は UCLA

の Radiology Conference に出席した。 

StaffsとしてはDr. Delores E. Johnson准教

授を Chief に、Staff Doctor１名（Dr. M. 

Hayes）、Radiology Residents が２名、あと

Technicians が７～８名、見学者を含めて、

外国人留学生が２～３名。秘書が１名の陣容

だった。私はインターン時代に、ECFMG

（Educational Commission for Foreign Medi- 

cal Graduates）を取得していたので、すぐに

臨床研究活動を開始できた。Taplin 先生に、

「私は何をすればよいでしようか」と尋ねたら、

「君はすでに“Established Investigator”だか

ら、何でもやりたいことをやってごらん。機

材、人材など必要な物があったら、そろえる

努力をするから」といわれ、何かテーマを頂

けるものと期待していたので、少しばかりが

っかりすると同時に責任の重さを痛感した。

当然のことながら、すべての責任はこの双肩

にかかっていることを改めて感じた。すぐ近

くに Respiratory Medicine Department があ

り、Chiefは Karlman Wasserman教授、Taplin

先生に送っていた私の論文をすべて読んでく

れておられるようで、旧知のように、温かく

迎えてくれた。早速 UCLA Respiratory Con- 

ference で講演するように誘いを受けた。時を

おかず、彼は Thoracic Surgery Department

の John Benfield 教授を紹介してくれ、また

Cardiology Department の Michael Criley 教

授を紹介してくれた。いずれの先生も非常に

好意的で、親切にしてくれ、これから研究に

役立つことがあれば、どんな協力も惜しまな

い、一緒にやって行こう、と言ってくれた。

心強い援軍を得た気分になり、うれしかった。 

直ぐから、彼らに属する Technicians や動物

実験主として正常犬、さらに肺移植犬を使わ

せてもらうことになり、筆舌に尽くせぬお世

話になることになる。 

Nuclear Medicine Department では、週１

回 Officer of the Day として、その日に依頼の

あったすべての臓器 Scan を統括し、翌朝の

Conference を経て、Reports を出すための

Dictation をした。肺のみならず、依頼のあっ

た肝、腎、骨、甲状腺、心臓、脳などあらゆ

る臓器の Scanning を行い、Reports の Dic- 

tation までが Officer of the Day の Duty で、

大忙しであった。 
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検査機器はシンチカメラ（Dynacamera）

と2.5インチ Nal 結晶10個を並立させた大き

な Dynapix(Picker)が主力の撮像機器（Ima- 

ging Devices）で、その他数多くの計測機器

があった。Dynapix は私が仙台で購入してい

ただいた島津製の Scannerのほぼ10倍の速度

で撮像できる優れものであった。データ処理

用の機器は一部 Sony 製が用いられていたの

は、印象的であった。 

患者の検査順序や使用機器の決定は主とし

て Chief Technician が行い、放射性医薬品の

注射は Officer of the Day の仕事であった。

Duty でないときも、網を張って、肺の症例が

来ると、私はどんな患者か必ず目を通し、臨

床データを記録し、ルーチンの肺血流 Scan

に加えて、換気を知るために、放射性 Aerosol

吸入 Scan を行うことにした。 

肺栓塞患者の肺血流 Scan を注意深く行っ

ていると、面白いことに、肺栓塞の回復過程

で、必ずしも新たな血栓がなくともあたかも

肺栓塞のような肺血流分布欠損部位が現れる

ことがあり、Regional Pulmonary Ischemia of 

Functional Originと名づけた現象が発生する

ことのあることに気づいた。すでに、吸入ガ

スの酸素濃度に応じて、肺血流分布の減少が

起こることを知っていたので（Functional 

Vasoconstriction）、人工的に犬の頸静脈から、

造影剤で満たした Balloon を挿入して、一側

の肺動脈の主幹ないし肺葉動脈を閉塞した時

の換気がどうなるかを、133Xe ガスを吸入させ

て調べた。その洗い出しの過程を観察すると、

肺動脈血流が遮断された部位からの133Xe ガ

スの洗い出しが遅延する、すなわち気道収縮

（Bronchoconstriction）現象を観察できた。こ

の現象は肺血流遮断時間依存性で、犬では５

～６分以内に観察できるが、30分後にはほぼ

消失することが判明した。この実験は Criley

教授ご自身が Balloon の作成やら、頸静脈か

らの挿入、肺動脈の閉塞を手伝ってくれたり、

しかも彼のカテーテル室を使わせてくれ、彼

のTechnicianを提供しての実験であった。 

99mTc-MAA を用いて血流肺 Scan を行い、

従来のように同じエネルギーの99mTcAlbu- 

min Aerosol で Aerosol Inhalation Scan を行

おうとすると、最低24時間待たねばならない。

臨床上実に不便なので、113mIndium-Albu- 

min を開発して、肺内血流分布異常を発見し

て時をおかずに113mIndium-Albumin Aerosol

吸入の Dual Scan を行えば、時間遅れなく、

肺血流分布の異常が、肺血管由来であるか、

気道由来かの診断が簡便迅速になる。肺栓塞

が疑われ、血流分布異常をきたした患者には、

続いて、113mIndium-Albumin Aerosol の吸入

Scan を続けて実施して、鑑別診断を行うよう

にした。この Dual Scan は診断的に臨床的に

極めて有用であった。 

放射性 Aerosol は Mistogen 超音波 Nebu- 

lizer を用いて発生させたが、なかなか安定し

た Aerosol 発生装置であった。吸入 Aerosol

の肺内分布は換気分布の一面を示すにすぎず、

ガスのように、肺内換気の Dynamism を示す

ものではない。しかし肺内換気の一側面を示

すことは確かである。肺血流 Scan に続く時

間遅れのない Dual Scan にせよ、肺血流分布

異常を発見し、24時間遅れの Aerosol Inha- 

lation Scan にせよ、吸入 Aerosol Scan の有用

性は論を俟たない。 

犬での左右分離肺機能(Bronchospirometry)

は左右肺をどう分離するか、どんな左右肺気

管支分離用カテーテルを使用するかにかかっ

ているが、我々は共同研究者の Benfield 教授

が作成した左右肺分離用カテーテルを用いて、

正常犬と肺移植犬を用いて比較検討した。換

気分布も肺血流分布も、分離肺機能比とほぼ
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良好な相関を示した。同種肺移植では換気障

害が血流障害より顕著な傾向で、移植肺とし

ては、新鮮肺より保存肺の移植でより顕著で

あった。気管支吻合部の浮腫、粘液の貯留は、

吸入 Aerosol の過剰沈着として示され、また

拒絶反応の指標ともなりえた。 

局所肺血流分布は、吸入気の酸素濃度が増

すにつれて増加し、低酸素で減少した。勿論

換気を遮断すると局所肺血流分布は減少した。

この傾向は、肺移植すなわち脱（ないし除）

神経肺（Denervated Lung）でも同様なこと

が証明された。のちに移植肺では、高酸素下

での血管拡張が、高炭酸ガス（Hypercapnia）

下で、更に増強される傾向がわかった。しか

し、その生理学的意義は未だ不明である。 

COPD で Aerosol 吸入 Scan を行うと、い

わゆる肺気腫と慢性気管支炎では吸入 Aero- 

sol の肺内沈着分布に特異的な傾向がみられ、

前者では、肺中枢の大気道に顕著に、後者で

は末梢肺に点状に不規則な沈着パターンが見

られた。前者を中心型（Central Pattern）、後

者を末梢型（Peripheral Pattern）と呼び、そ

の中間型を混合型（Mixed Pattern）と呼べる

特徴のあることが判明した。気管支喘息では、

中心型が多く見られた。視覚的に面白く、

Taplin 先生などは、「これは Central Pattern

だね」などと言って遊んだものだった。Dual 

Scanning を行い、面白い発見もあった。Pul- 

monary Artery Agenesis の症例などである。

肺移植後の肺血流・換気比の異常の検出にも、

Dual Scan は極めて有効であった。これまで

の研究は、主として呼吸性肺機能（Respira- 

tory Lung Function）の研究と総括されようが、

次の関心は必然的に非呼吸性肺機能（Non- 

Respiratory Lung Function）の研究へと発展

することは自然の成り行きであった。吸入

Aerosol は気道の表面（内腔ないし粘膜面）

に沈着するので、気道粘液と共に、経時的に

口方向へ運搬される。この現象を利用して気

道粘液線毛輸送系の研究へと発展した。 

The Society of Nuclear Medicine では、

1970年度から若手研究者を育成する趣旨で、

全米11の支部から Young Investigator を一人

ずつ選抜し、年次総会で競わせて、その年の

Young Investigator を選出する試みが行われ

た。私は1971年度の Southern California 支部

の代表に選ばれたが、全国大会では入選しな

かった。翌1972年度も同様に南カリフォルニ

ア支部の代表に選ばれ、今度は全国大会で入

選しYoung Investigator Distinguished Award

をいただいた。いずれの講演でも、動物実験

の結果を交えた、肺の換気と血流分布に関す

る研究を発表した。 

動物実験はすベて、Nuclear Medicine, Res- 

piratory Medicine, Thoracic Surgery, Cardi- 

ology Department の Technicians に協力して

もらい、臨床活動の終わった夕方から深夜に

かけて行われたものである。彼らは愚痴の一

つも言わず、ユーモアを交えながら笑顔で協

力してくれた。感謝あるのみである。「君は

“Established Investigator”だから、やりたい

ことを何でもやってごらん」と、Taplin 先生

に言われ、「これでいいだろうか」と三年半の

留学中は、何時も自問自答しながら研究、実

験を楽しませていただいた、というのが正直

な気持ちである。素晴らしい Mentor であり

BossのDr. Taplin, Department ChiefsのDrs. 

Wasserman, Benfield, Criley の先生方、多く

の Technicians に恵まれた、“有難い、楽しい

アメリカ留学”であった。 

（聖隷横浜病院名誉院長） 
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［留学］ 

ドイツ留学記 

本庄 巌 

1975年、ドイツ・フランクフルトの東約100

キロの大学街ヴュルツブルクで、フンボルト

財団の奨学生として家族５人で過ごした。40

歳になるころであった。通常は２年の留学で

あるが、日本の大学病院の都合で留学は１年

とされていた。当時、同僚の多くはアメリカ

に留学しており、ドイツ留学は珍しかったが、

おかげでドイツワインに親しみ、ドイツ国内

や隣国のオーストリア、スイスなどへの旅を

楽しむことができた。 

フンボルト財団はローテンブルクのゲー

テ・インスティテュートにドイツ語研修を用

意してくれていて、春浅いころ、久しぶりに

学生時代に戻った気分で語学学校の日々が始

まった。医学用語以外は縁遠かったドイツ語

も、いきなりドイツ会話から始まる優れた授

業法と、朝から晩までのドイツ語漬けで、２

ヶ月後には何とかドイツ語会話が出来るよう

になった。クラスはトルコなど東欧からの若

者が主で、当時まだソ連圏であったハンガリ

ーからの亡命者もいた。昼食は決められたレ

ストランに皆で行ったが、いつも白のグラス

ワインを注文した。ちなみにここフランケン

地方の辛口ワインは日本人の口によく合った。 

週末には中世の面影を残すローテンブルク

の街（左：絵はがき）を歩き、丁度復活祭の

時期で、聖ヤコブ教会の硬いベンチに座って、

バッハのマタイ受難曲を一心に聞いた。また

友人から譲り受けたフォルクスワーゲンでロ

マンチック街道を北上し、ヴュルツブルクで

やがてくる家族と住むアパート探しもした。

幸い友人に紹介されたドイツ語の上手なフラ

ンス女性が部屋探しを手伝ってくれ、郊外の

スーパーの２階に家具付きの住居が見つかっ

た。彼女はその後も子供たちにドイツ語の手

ほどきをしてくれた。 

語学研修が終わり、５月に晴れて目的のヴ

ュルツブルク大学に出向した。私が滞在した

Kopf・Klinik（頭部診療科）では頭部にかか

わる耳鼻科、眼科、脳神経外科の３科が協力

して診療に当たるシステムになっていた。以

前にもお会いした金髪碧眼の典型的なドイツ
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人のヴルシュタイン教授は温かく迎えて下さ

り、研究はザイラー医師と一緒にするように

と紹介された。彼にも３人の子どもさんがい

て、家族ぐるみのお付き合いをした。 

ヴュルツブルクは、今ではロマンチック街

道の出発点として知られているが、第二次大

戦で大きく破壊された。しかし市民は煉瓦の

一つに至るまで拾い集めて昔の街並みを忠実

に再現した。市内には駅前からの路面電車が

走り、中心部にはいくつかの由緒ある教会が

建ち、その周りには生鮮食品の市場が立つ広

場があった。マイン川にはアルテ・ブリュッ

ケ（古橋）という橋が架かり、この欄干には

聖人や王侯の石像が並んでいた。ヴルシュタ

イン先生のお宅はマイン川をはさんでマリエ

ンブルク城塞が見えるプール付きの豪邸で、

ここに何度か招かれたが、コレクションの印

象派絵画や中国陶磁器などの説明もして下さ

った。 

フンボルト奨学生は、特に研究や臨床の義

務はなく、将来出身国の指導的地位に立つ人

材を、あらかじめドイツに親しんでもらおう

とする意図があるようで、奨学金も日本の大

学病院よりも高額で、当時の首都ボンへの招

待や、ドイツ国内の旅行

なども用意されていた。

私は病院では午前中は手

術室に入り、午後はザイ

ラー氏の研究を手伝った

りしたが、滞在の後半は

完備された図書室で英独

の文献を読み進み、帰国

後の研究方針を固めてい

った。振り返ってこの時

の作業が私の将来を決定

づけたと思う。 

ヴュルツブルクはモー

ツアルトが立ち寄った街で、毎年春にはモー

ツアルト・フェストが開かれる。街中心のレ

ジデンス（大司教の宮殿）の大広間での弦楽

四重奏や、広い庭園での管弦楽などを聞いた。

また６月はアスパラガスの季節で、マーケッ

トには緑や白い見事なアスパラガスが並び、

「もうアスパラは食べましたか」が季節の挨拶

になっていた。 

ちなみに病院の昼食は職員専用の大食堂で

あったが、ドイツ特有の大まかな料理で、午

前中の手術場で出血の多い手術についた後で、

ブルート・ブルストという血液を詰めたソー

セージが大皿に乗って出てきたときには、流

石に手が付けられなかった。よく言われるよ

うにドイツの料理は大味で、外食で美味しい

ものには出会なかったが、幸いアパートがス

ーパーの２階であったので、買い物は楽で家

内はハムやソーセージなどは、その日に必要

な分だけ買っていたようだ。米はカリフォル

ニアの美味しい新米が安く手に入ったが、味

噌、醤油や調味料は、時々フランクフルトの

日本食品店まで買い出しに行った。 

金曜日の午後から始まる週末は、皆で「よ

い週末を」と言い交して帰ってゆく。我々は
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愛車を駆ってドライブに出かけた。ニュール

ンベルクでは一人旅のバックパッカーの日本

人青年に会い好感が持てたこと、バンベルク

では運よくお祭りに出会ったことなどがあっ

た。当時からドイツはアウトバーン（高速道

路）が発達しており、無料でかつ速度制限も

なかったので、車での移動が便利であった。 

ミュンヘンは列車に乗りたいという子供た

ちの希望で泊りがけで行った。目的のドイツ

博物館のあとで地下鉄に乗ったところ、同席

のおじさんが、子供たちにアイスでもと５マ

ルク硬貨を何枚か呉れたのには恐縮した。一

体にドイツ人はおせっかいで、この日珍しく

ぐずった娘をわざと置きざりにして道を歩い

ていると、おばさんが娘を抱きかかえて追っ

かけてきた。児童虐待と思われたのだろうか。 

子供たちはそれぞれ近くの小学校と幼稚園

に通い、幼稚園のバザーでは、特大のビール

ジョッキに初めて遭遇した。我が家の広い居

間にはよく近所の子供たちが遊びに来ていた。

のどが渇くと彼らはジュースを欲しがり、水

は決して飲まないのが不思議であった。帰国

する際には、私たちも息子の学校のクラスに

招かれ、暖かい送別会を開いてくれた。 

秋にはオーストリアの旅に出かけた。国境

を超えると道路がでこぼこになり、ごみが目

立つようになって、ドイツ人の清潔好きを実

感することになる。ザルツブルクを経てイン

スブルックに入り、イン川の向こうに連なる

ノルドケッテンの山頂にケーブルで登った。

空は青黒いほどに澄み、はるか南のブレンナ

ー峠を望んで、いつの日かゲーテも越えたこ

の峠から陽光のイタリアに入りたいと思った。 

クリスマスの頃になると、街にはイルミネ

ーションが点灯して華やかになり、買い物客

で賑わった。我が家でもモミの木を買ってク

リスマスの飾りつけをした。大学病院ではク

リスマスパーティーが盛大に開かれ、教室員

による弦楽四重奏曲の見事な演奏が披露され、

あとは看護婦さんも含めたダンスパーテイが

夜遅くまで続いた。 

その頃、旧知のドイツ人の女性歯科医師に

誘われて、ニュールンベルクの有名なクリス

マス・マーケットに行った。彼女は赤狐のオ

ーバーと帽子の素敵ないでたちで現れ、緑色

のベンツで喧騒のマーケットを案内してくれ

た。彼女はハンブルクの公立病院に務める私

の親しい耳鼻科医のご夫人で、ヴュルツブル

クで開業しており、折にふれ我々を自宅に招

いてくれた。春には広い庭のたわわに実った

サクランボを、子どもたちと皆で摘んだりし

た。 

またその頃にドナウ河沿いを車であくまで

も東へと走り、国境の街パッサウのカフェー

で休んだが、年の瀬を異郷の地で過ごす自分

に、そろそろ日本に帰って本格的な仕事に着

手しなければと言い聞かせた。 

また同じく年の瀬に、ノイシュバンシュタ

イン城を目指してロマンチック街道を南下し、

夕刻にフッセンからお城の麓に着いたが、シ

ーズンオフで開いている宿は一軒しかなかっ

た。ドイツでは夕食は簡素であるが、それに

してもここで出された夕食はチーズとハムや

ソーセージで、あとはワインとパンだけであ

った。ちなみにドイツでは昼食が中心で、私

もヴルシュタイン先生のお宅に夜にひとり招

かれたことがあるが、制服のウエイトレスが

ワゴンで運ぶクッキーやマフィンと紅茶だけ

の夕食であった。その日、記念に先生と二人

の写真を奥様にお願いしたが、もっと笑顔を

と奥様に言われ二人で大笑した写真が残って

いる。 

５月、ヴュルツブルクを去るご挨拶にヴル

シュタイン先生をお訪ねした。先生は近著の
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ご自分の手術書に、私へのメッセージを書い

て手渡してくださった。その後、京都の学会

にもご夫妻でお出でになり、母校に帰任した

私を祝福してくださった。 

ヴュルツブルクはその後何度か訪ねたが、

最後はかつてヴルシュタイン先生の講義を聞

いた階段教室で講演の機会を与えられた。講

演の冒頭、ドイツ語で挨拶したところ、聴衆

は定番の靴をドタドタと踏み鳴らすやり方で

歓迎してくれた。講演の後、ザイラー氏は君

たちがヴルシュタイン先生の考えを証明した

のだといった。また市内の先の歯科医師のオ

フィスを訪ね、十数年ぶりの再会を喜び合っ

た。夕食を共にした後、二人でマイン河畔を

散歩したのは懐かしい思い出である。帰国後

にザイラー氏から受け取った手紙では、あの

時自分は君に会って過ぎた歳月を思い、涙を

こらえていたのだと述べていた。その後、東

日本大震災の折に安否を気遣う手紙をくれた

外国人のうちに彼の名前もあった。ヴュルツ

ブルクでの短い１年であったが、沢山の思い

出につながる日々であった。 

ちなみにフンボルト奨学生の同窓会は、日

本でも定期的に開かれており、私も関西地区

の会にはできるだけ出席するようにしている。 

…………………………………………………… 

フンボルト財団奨学制度について 

博物学者アレクサンダー・フォン・フンボ

ルトにちなむこの財団は、1953年、ドイツ政

府によって、今日のような海外の研究者をド

イツに受け入れる組織となった。夏の年次総

会には大統領も参加され、ここに集った数百

人の奨学生達は世界のあらゆる国からの出身

者で、将来その国の学術を担う人材にドイツ

という国を知ってもらうという意図もあるよ

うに感じた。 

この制度に応募するうえで重要な点は、大

学や研究所の受け入れ先との十分な事前の連

絡があることである。私の場合も、日本の私

の上司であった教授が十年前にヴュルツブル

ク大学のヴルシュタイン教授のもとでフンボ

ルト奨学生として留学した経緯があり、私も

ヨーロッパの学会出張の折りに同大学を訪ね、

ヴルシュタイン教授にご挨拶をしていた。 

そのほかの応募の条件としては、日本での

研究者としての地位が助教ないしは准教授で

あること、学術誌に公刊された複数の論文が

あること、ドイツでの研究計画書の提出など

である。当時はドイツ語で計画書を書かねば

ならず、私はドイツ語担当教官の助けを借り

て計画書をなんとか書き上げた。またドイツ

語の能力テストで、恐る恐る神戸のドイツ領

事館を訪ねたが、領事さんは簡単な会話で済

ませて下さり助かった。 

ちなみに当時私が月々ヴュルツブルク大学

本部で受け取っていた奨学金は、家族手当も

含め日本円に換算して25万円くらいであり、

日本の大学での給料よりもはるかに多かった。

現在では40万円ほどが支給されていると聞

く。また私が応募したころは40歳という年齢

制限があったが、今はそれもなくなっている

ようで、ドイツ留学は西欧の科学精神や文化

に触れる良い機会であり、応募をお勧めした

い。本文でも触れたがドイツ語の壁も、２ヶ

月間のゲーテ・インスティテュートでの語学

研修で、ほぼ日常会話に支障のないレベルに

達することができ、この間の下宿の世話や生

活費の支給も充分に行われていた。 

なお京大医学部・医化学講座の元教授・沼

正作氏はフンボルト奨学生として、ミュンヘ

ンのドイツ・マックスプランク研究所に留学

されている。 

（京都大学名誉教授） 
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［研究］ 

核融合研究と私 

平野洋一 

大学に入って、自分がどういう人間だろう

と考え始めた頃、どうも自分は人間というも

のに興味が持てず、他人がどう感じているか

が良く分からないので、人との協調性に乏し

いということを自覚しました。喧嘩をするの

ではないのですが、なんとなく感情がすれ違

い、お前はきつい奴だ、冷たい奴だと言われ

たものです。まあ、人徳が無かったというこ

とでしょうか（残念ながら今もそうです）。 

物理学科で３年生になって、卒業後何で喰

って行こうかと考えた時、こんな風では会社

に入ってサラリーマンをやるのは無理だと思

い、協調性に乏しくても出来そうなのは何か

と考えたところ、研究職ではないかと思いつ

きました。そこで、何の研究をやろうかと思

い、若気の至りで、未解決の科学の大問題は

何だろうかと考え、「人工炭酸同化作用」、「人

工生命体」、「人工太陽」の実現ではないかと

思いつきました。炭酸同化作用は化学の、人

工生命体は生物物理学の分野ですので、物理

学の分野では人工太陽となったわけです。 

今になって考えると、もっと色んな分野を

勉強しておけば、広い視野を得て多様な興味

深い課題に巡り合えたかもしれません。しか

し、私が３年生になった後半から学園紛争が

始まり、４年生では講義もなく、試験も、卒

業研究も、卒業式もできない状態で、お情け

（厄介払い？）で、卒業する羽目になりました。

そのため、いくつかの物理の重要な分野の基

礎が欠けています。学園紛争の後遺症ですが、

それやこれやで、人工太陽に興味を持つこと

になりました。 

太陽を含む殆ど全ての恒星のエネルギー源

は、核融合反応です。これを、人間が制御で

きる状態で、地球上で持続的に起こし、発生

するエネルギーを利用するのが制御熱核融合

です。物理学科でもこの研究を行っていると

ころがありましたが、一つの大きな問題があ

ることに気が付きました。 

私は実験物理の研究をやりたかったのです

が、実験装置を整備するには、それなりのお

金がかかります。しかし、当時の理学部は極

度の金欠で、小さな電子部品の購入にも苦労

する程でした。エライ所に来てしまったこれ

では実験物理研究はできないと感じました。 

どうしようかと思っていたところ、学会誌

か何かで、工学部の電気工学科には、結構大

きな核融合研究の装置があることを知りまし

た。そうか、お金は有る所には有るんだ、そ

れなら修士課程は電気工学に行くか、と思い

つきました。子供のころからアマチュア無線

をやっていましたので、学科の宗旨替えには

それ程大きな抵抗は感じませんでした。 

私の人生最大の幸運（不運？）は、この時、

大学院の入学試験が延期になったことです。

試験は夏の終わりにありますが、私は夏に弱

く、特にその時は受験勉強を頑張り過ぎてひ

っくり返り、発熱・朦朧状態で試験場に着き

ました。これはもうだめだとあきらめていま

したところ、試験が始まる前に、全共闘の闘
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士がヘルメットと棍棒を持って試験場になだ

れ込み、「この非常時に、大学院の入学試験を

やるとは何事か」と、昔の陸軍の様なことを

言って試験場を占拠しました。試験は延期と

なり、私は窮地を救われました。 

試験はその一月ほど後に、場所を受験生に

も知らせないで行われました（某所に集合し

て貸し切りバスで試験場まで運ばれました）。

涼しくなって健康を回復していた私は、いく

つかの幸運も手伝って合格できました。 

もし予定通り試験が行われていたら、たぶ

ん不合格となり、核融合研究の道に進むこと

は無理だったかもしれません。就職でも、東

京の田無市へなど吾妻下りせず、今も京都で

過ごしていたかもしれません。誠に人の運命

は、偶然起こる出来事に大きく左右されるも

のだと、今でも実感しています。 

修士過程の所属を決める際にも、学園紛争

のせいで、大きな実験装置のあった所には行

けませんでしたが、別の、プラズマ実験を行

っている板谷先生の所に入ることができまし

た。そこの助教授であったプラズマ物理の理

論に詳しい百田先生にしごかれ、なんとか研

究者として恰好がつく基礎を授かりました。 

修士終了後、博士コースに残るつもりで、

板谷先生に相談すると、お前より出来の良い

のが居るので、彼を博士課程に残す予定だ。

同学年の二人の博士課程の面倒を見るのは難

しい、その代り、研究を続けられる良いとこ

ろを紹介するから、と言われました。 

そうして紹介していただいたのが、通商産

業省（現経済産業省）傘下の国立電子技術総

合研究所（電総研）（現産業技術総合研究所）

でした。結局、そこで定年までの36年間、核

融合の研究に携わり、退職する10年ほど前に

は、世界の同種の装置に対抗できる300トン

を超える大型の装置を、リーダーとなって設

計・製作し、それで実験を行うという誠に有

り難い経験をすることが出来ました。 

入所した頃の電総研は誠に自由な雰囲気で、

大きな目標から逸脱しない限り、自分のアイ

デアを試せる機会が与えられ、私のような者

でも受け入れてもらうことが出来ました。今

となって、他の研究所の方々の思い出話と比

べても、本当に天国でした。巡り合わせが誠

に良く、板谷先生に深く感謝する次第です。 

水素原子の核融合反応とは、水素原子4個

が融合して一つのヘリウム原子になる現象で

す。その過程で大量のエネルギーが放出され

ます。例えば1g の水素原子が融合すると、1g

の水素を燃やした時の化学反応のエネルギー

の数百万倍のエネルギーが放出されます。 

水素の核融合反応を、地球上で人間が制御

可能な状態で引き起こし、その際に発生する

エネルギーを利用するのが、人工太陽、即ち、

制御熱核融合の研究です。実際には水素に比

べて、反応率が格段に大きい、水素の同位体

の重水素と三重水素の核融合反応を用いると、

効率的に反応を起こすことが可能ですので、

地球上ではこの反応を用います。 

重水素は自然の状態で、海水１トン中に

33g含まれており、資源量としてはほぼ無限

です。一方、三重水素は自然界には殆ど存在

しませんが、リチウムに中性子をあてて生成

することが出来ます。リチウムも海水に溶け

ていますので、そこから抽出することが出来

ます。その資源量は、現在のエネルギー使用

量でおおよそ1500万年分と想定されていま

す。 

重水素と三重水素の核融合反応を効率よく

継続して行うには、それらの混合ガスを１億

度以上の高温に保つ必要があります。この様

な高温度に保つには、ガスが持つ内部の熱エ

ネルギーの損失を、極力抑える必要がありま
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す。損失が大きいと、強力に加熱しても高温

を保つことが出来ず、反応が停止します。熱

エネルギーの閉じ込め時間は３～４秒必要で

すが、１億度を超える高温ガスを蓄える容器

を、普通の物質で作ることは不可能です。 

幸いなことに数万度を超える高温になると、

激しい熱運動のため、衝突により原子が電子

と原子核に分離してしまいます。この様な状

態をプラズマと呼びますが、これらの分離し

た粒子は電気を帯びていますので、その運動

が電磁力の影響を受け、適切な形状の磁力を

使えば、それらを閉じ込める容器を作ること

が出来ます。残念ながらプラズマが漏れない

完全な容器を作ることはできませんが、漏れ

の大きさをかなり抑えることができる、ザル

のような容器なら作ることが出来ます。 

核融合の研究は、一口で言えば、磁力の構

造を色々と変えてみて、そのザルの目をいか

に緻密なものにして、必要な閉じ込めを実現

するかということで、これまで半世紀をかけ

て大変な研究努力が払われてきました。 

現在、10ｍを超える大きなドーナツ状の磁

力容器を作り、必要な閉じ込め時間を実現す

る目途が立っています。加熱技術も進展し４

億度程のプラズマを生成・維持することがで

きます。さらに反応の持続に必要な濃いプラ

ズマを作ることも出来るようになりました。 

しかし、現状ではこれらの状態は違った装

置で別々に実現されたものです。そこで、こ

れらの状態を１台の装置で同時に達成し、制

御熱核融合反応が人工的に持続できることを

示すため、国際協力（日米欧露中韓印の７か

国）で ITER（国際熱核融合実験炉）という

装置を作ることになりました。現在、フラン

スで ITER の建設が進んでおり、10年程後の、

私の目が黒い内に、制御熱核融合が地球上で

実現されることが期待されています。 

私は直接には ITER 計画には参画せず、そ

の先を見た研究を行ってきました。ITER の

問題は、非常に強い磁力が必要なことです。

ITER の１兆円程の建設費の大半は、磁力を

発生する電磁コイルの製作費です。従って、

将来 ITER 方式の核融合炉が出来ても、経済

性が問題となる可能性があります。 

ITER とは別の、私が研究してきた RFP と

呼ばれる方式では、ITER の1/3程度の磁力で

核融合炉を建設できる可能性があります。し

かも、外側の磁力の強度を適切に変化させる

ことにより、プラズマ自身が必要な磁力を自

分で作り出すという優れた特徴を持っていま

す。これは、物理や化学分野で最近流行の、

エネルギーの流れのある開放系で起こる、自

己組織化現象の一つの例です。 

この様に、物理現象としても面白いものだ

ったのですが、先に述べました磁力容器のザ

ルの目を小さくして、損失を減らすことが難

しく、苦労していました。改善のアイデアは

いくつかあったのですが、私の定年退職と同

時に、研究は終了となってしまいました。 

それには色々事情がありますが、大きな要

因の一つに、石油と天然ガス資源の枯渇時期

が大きく伸びたということがあります。20世

紀中では、現実的な価格を考えると、枯渇時

期は100年後ぐらいと言われていました。 

ところが、21世紀に入って、新しい資源、

シェールガスとシェールオイルが利用可能に

なりました。シェールとは頁岩の事で、世界

に広く分布しています。頁岩は、古代の深い

海底に生物の死骸が堆積したものが、低温と

酸素不足で腐敗せず残り、それが泥と混じっ

て、地底に埋められたものです。 

長い年月の間に地底の高温と高圧により生

物の遺骸は石油と天然ガスに変化し、その多

くは頁岩の層の間に封印されて、千メートル
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以上の深い地底に閉じ込められています。こ

の様な頁岩の存在は古くから知られていまし

たが、そこから自然に浸みだして地表付近に

溜まった油田やガス田以外は、資源を取り出

すことはできないと考えられてきました。 

しかし、21世紀の初めに米国の野心的な技

術者達が新しい方法を開発しました。まず地

表から地底にある頁岩層まで機械で垂直に穴

を掘ります。そこで掘る方向を水平に変え頁

岩層の中を掘り進みます。この掘削方向の転

換が難しく技術開発の最大の課題でした。 

水平方向に掘削して、頁岩層の中に縦横に

穴をあけた後、そこに超高圧の液体（大部分

は水？）を注入し、頁岩層を広げて層の中に

微小なひび割れを作ります。液体の中に、微

小な硬い球体を混ぜておき、液体を排出して

もひび割れが閉じないようにします。そうす

ると頁岩層の中の天然ガスと石油がひび割れ

を通って浸み出しますので、それを汲み上げ

ることが出来ます。この様にして、地中深く

にある頁岩層から天然ガスと石油を採取する

ことが可能になりました。 

このシェールオイルとシェールガスの出現

により、天然ガスと石油の寿命は大幅に長く

なり、大体300年以上は大丈夫ということに

なりました。その結果、核融合研究も急いで

やる必要がなくなり、とりあえずは ITER に

集中し、その結果を見て経済性など次の課題

を考えれば良いということになりました。 

人類にとっては誠にハッピーなことですが、

制御熱核融合の早期実現を目指していた研究

者にとっては、誠に気の抜ける事態と成りま

した。もっとも私としては、大好きなことに

専念して、一生、飯を喰わしてもらったので

すから、文句を言えば罰が当たりますが。 

気を取り直して言っておきたいのは、エネ

ルギー源は現代の文明社会にとって、その食

料源に相当するということです。たとえ、人

工知能やロボットの開発が失敗しても、現代

文明が滅びることはありませんが、エネルギ

ー源が無くなれば滅びることは確実です。そ

うならないため、長期的な視野を持った計画

を立てる事が必要不可欠です。 

もっとも、わずか200年前の江戸時代の生

活に戻れば、化石エネルギーが枯渇しても日

本列島で３千万人以上が生き残ることは可能

でしょう。江戸時代には、松尾芭蕉、近松門

左衛門、葛飾北斎などの、現代の日本人がい

まだに凌駕出来ない偉人達が出たのですから、

それでも良いのかもしれません。 

しかし、もう少し前向きに考えると、科学

技術の発展は、地球生命の進化上、画期的な

変化を生む可能性を持っています。生命が地

球上に出現した後、その大絶滅が何度も有り

ました。6500万年前の白亜紀末には、繁栄し

ていた大型爬虫類が絶滅するという大惨事が

起こりました。直径10kmの大隕石が、メキシ

コ湾に落下したことが、その原因です。 

今、同じ大隕石が落下すれば人類は絶滅す

るでしょう。しかし、最近検討が始まった月

面基地の建設が進めば、100年程先には数千

人以上が月面上で生活しているはずです。地

球の人類が全滅しても、事態の収拾後、彼ら

が地球に戻って繁栄することが可能です。こ

の様に人類は地球生命として、宇宙的災厄を

乗り越える初の生命体となり得るのです。 

今後、技術文明を維持・発展させるには、

エネルギーの供給問題を解決する必要があり

ます。熱核融合は将来の重要なエネルギー源

の一つです。その実現に私の研究成果が僅か

でも寄与出来れば、研究者としてそれ以上の

喜びは有りません。もっとも、核融合で一攫

千金とは行かなかったのは誠に残念ですが。 

（元産業技術総合研究所 主任研究員） 
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［研究会］ 

ウフイーチ会 

浅本 仁 

京大の結核・胸部疾患研究所（現在の呼吸

器内科）に入局した1968年時の私の指導医は

大学院を卒業したばかりの宮城征四郎先生で

した。 臨床に専念すると宣言した宮城先生は、

カロリンスカ医科大学の留学を終えて帰国し

研究に没頭する泉孝英先生と始終研究と臨床

について激論を戦わせて医局を盛り上げてい

ました。宮城先生はその後 WHO Fellow とし

てコペンハーゲン大学病院に留学後故郷の沖

縄県立中部病院に赴任されました。沖縄県立

中部病院は沖縄戦で負傷した者を治療する目

的で米軍によって設立された施設を引き継ぎ、

1966年から医師の臨床研修指定病院として

発足しました。ハワイ大学医学部と提携し、

毎年米国から優秀な指導医が派遣されており、

教育レベルの高さが本土でも知られていまし

た。宮城先生はハワイ大学でも教鞭をとって

おられました。 

私は国立京都病院に勤務していましたが、

沖縄中部病院の呼吸器内科医長であった宮城

先生の誘いもあり、1983年６月に呼吸器疾患

の研修を受けることにしました。金沢医科大

学の呼吸器内科（大谷信夫教授）から派遣さ

れた桜井滋先生（現岩手医科大学教授）と一

緒に宮城先生の患者回診につきました。 

宮城先生の持論の疾患の診断の80%以上は

問診と身体所見によって決まるという観点か

らベッドサイドレクチャーの主体は問診と視

診、聴診、打診を含む身体所見の把握でした。

また、治療は高名な医師の “私の処方” では

なく、あくまでもエビデンスに基づくべきだ

という考えでした。例えば、肺炎ではグラム

染色で同定された細菌に対する出来るだけ

narrow-spectrum の抗生物質を使用すべきと

して、病院の若い医師にはグラム染色を励行

させていました。 

研修初日のラウンドのことを今でも覚えて

います。COPD 患者における胸鎖乳突筋の腫

大は一秒率が1L 以下の、斜角筋の腫大は肺活

量が1L 以下の指標であることや、喘息発作患

者の聴診で軽症発作では強制呼気時の喘鳴、

中等症発作では安静呼気時のみの喘鳴、重症

発作では吸気と呼気に跨る喘鳴、最重症発作

では呼吸音を聴取しない“サイレントチェス

ト”であることや、聴診上吸気の後半の断続

性ラ音（late inspiratory crackle）は間質性肺

疾患を、吸気中に聴取される断続性ラ音

（holo-inspiratory crackle）は心不全、実質性

肺炎、肺胞蛋白症などの alveolar damage を

反映することなどを教わり、改めて身体所見

の大切さを実感しました。その日さらに私が

驚いたのは喘息に対する第一選択薬として吸

入ステロイド（ICS）が使われていることで

した。その頃の我が国の抗喘息薬の主体はテ

オフィリン薬やβ刺激薬や抗アレルギー薬で

した。 

一方、それ以上に感銘を受けたのは診療の

際、患者さんに、“ウフイーチシミソーレ”と

問われたことでした。後に分かったことは、

ウフイーチは“深呼吸する”、“シミソーレ”は
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その丁寧語であることでした。つまり“深呼

吸して下さい”と、問いかけられたのです。

私がその時深く反省したのは、これまで患者

さんにこんなに丁寧に接しただろうか？ と

いうことでした。それで早速その時の相棒で

あった桜井先生に、これまで宮城先生と関わ

った先生方と一緒に、宮城先生を囲んで問診

や身体所見の把握に基づいて症例 evidence- 

based で議論し学ぶ会として“ウフイーチ会” 

という名の呼吸器の勉強会を結成することを

提案しました。この提案は桜井先生をはじめ、

大谷信夫、長坂行雄（現音羽病院呼吸器セン

ター長）、松村理司（現音羽病院総長）の諸先

生方の賛同を得て発足し、毎年日本呼吸器病

学会の前日に集まることとなりました。第一

回目のウフイーチ会は1983年秋の学会の前

日で、10人程のメンバーが公共の宿に集い、

２～３症例に対して宮城先生の解説を交えな

がら夕方から深夜まで討論しました。２回目

までは会費制でしたがメンバーの増加もあり

帝人医薬株式会社のバックアップの下にホテ

ルで開催するようになりました。３回目から

京都大学呼吸器内科教授の泉孝英先生や助教

授の長井苑子先生もアドバイザーとして参加

され、1996年からはウフイーチ会会長として

私の後を長坂行雄先生と松村理司先生に引き

継ぎました。問診や身体所見や一般検査所見

からの検討を通して症例を学ぶ会としてウフ

イーチ会が国内で広く注目されるようになり、

会員は1996年には200名を超え、集会も80名

前後の人数で行われるようになりました。そ

の間に京都ウフイーチ会や九州ウフイ―チ会

も結成されました。 

ウフイーチ会の考えは会員の各職場でも実

践されました。例えば松村理司先生は院長と

して赴任した舞鶴市民病院で診療における身

体所見の重要性や起炎菌の同定とそれに対す

る狭域抗生物質の使用等を全国に発信し注目

されました。 

1986年にメイヨークリニックのチャール

ス・リード教授が気管支喘息に ICS を導入し

た後、1986年、1990年、1991年、1993年に

それぞれ ATS、BTS、NIH と我が国のガイド

ラインが上梓され、ICS 治療が第一選択薬と

して採用され、これを機に喘息医療が革新さ

れました。しかし、沖縄の中部病院ではそれ

以前に ICS が使用されていました。実は気管

支喘息の本態が慢性上皮剥離性好酸球性炎症

であることが病理学者の Dunnil 博士によっ

て1960年に発表されていましたから（J Clin 

Path vol.13）、ICS の喘息への適用が各国で

徐々に進んでおり、1985年にはニュージーラ

ンドやオーストライリアで使用が公表されて

いました。宮城先生から薫陶を受けたウフイ

ーチ会の会員も各地で ICSを使用していまし

た。私も1990年に気管支喘息の診断と治療の

実際（メデイカルレビュー社）に喘息への ICS

治療について記載しました。泉孝英先生も宮

城先生とほぼ同じ時期から“喘息医療の革命”

として ICS の導入を提唱されており（最新医

学48巻11月号)、また、1993年には故中島英

雄先生（元済生会下関総合病院）と共にピー

ター・J・バーンズ博士らの著書“ぜんそくは

もう怖くない”(光文社、カッパ・サイエンス)

の訳書で ICSの喘息に対する有用性を一般の

読者に報じました。 

ウフイーチ会の検討会は2011年の東北大

震災を除いて28年間続きましたが諸事情に

より1997年３月を最後に閉会となりました。

しかしウフイーチ会の精神や成果がこれまで

の参加者を通じて若い医師に受け継がれるこ

とを願っています。 

（京都市伏見区 浅本内科医院院長） 
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［時論］ 

明日死ぬ確率 

中山昌彦 

 いのち短し恋せよ乙女 

紅き唇褪せぬ間に  

熱き血潮の冷えぬ間に 

明日の月日はないものを 

 

質問：「命短し 恋せよ 乙女」って、どうい

う意味ですか？ 平均寿命が80歳を越える現

在では、当てはまらない言葉ですよね？ 

ベストアンサー：「平均寿命がのびて爺さ

ん婆さんの時間は長くなりましたが、乙女の

時間が延びたわけではありません。少子化の

現代こそピッタリ通用すると思います。」 

そこで「明日の月日がない確率」を2020年

国勢調査に基づく第22回完全生命表を用い

て各年齢の10万人中何人が明日までの命か

を表にしました。例えば60歳の男性は明日ま

でに10万人中1.8人、10日先なら18人が亡く

なります。宝くじの１等は１千万分の１です

ので当選発表までに死ぬ確率の方がはるかに

高いので私は宝くじを買ったことがありませ

ん。昨年だけでも１億円以上の未換金宝くじ

は15本もありました。10万人当たりの人数は

色々なリスクの説明に多く用いられています。

例えば築地市場の豊洲移転で大問題になった

地下水の環境基準は一生涯を通じた毒性を考

慮して、70年間毎日２リットルの地下水を飲

用することを想定し、発がんや死亡のリスク

増分が10万分の１となるレベルをもって基

準値としています。豊洲の地下水を70年も飲

み続ける変人はいないのに騒ぎ過ぎです。環

境放射線の基準も同様の考えに基づいて決め

られています。基準を厳しくし、美しい環境

を守ることは大切ですが、事故で基準が守れ

ない時の対応は各自が持っている自分の生命

リスクと比較しながら冷静に対処することが

必要です。福島原発事故では避難の途中や病

気治療の中断で亡くなった人が少なくありま

せんが、放射線で亡くなった人はいません。

結果論ですが逃げない方が良かった人が大勢

いたことになります。 

新型コロナ感染者は令和３年２月で41万人

（20代９万人、70代３万人、80代３万人）高

齢者の感染者は20代の３分の１ですが、死者

7100人の内5400人は70代以上で占められて

います。若者が感染を広げ、爺さん婆さんが

死亡するのはインフルエンザと同じです。コ

ロナ死亡率は10万人当たり80代34人、70代９

人、60代３人、50代以下は１人以下です。新

型コロナワクチンのリスクについてはどうで

しょうか。アナフィラキシーは約10万人に１

人ですが、応急処置で全例回復しています。

ノルウェーでは高齢の介護施設入所者に優先

的に接種を進めています。ファイザーのワク

チンの投与を受けた約4万2000人のうち33人

（10万対79人）が亡くなったと報告されまし

たが、死亡例とこのワクチンを直接結び付け

る証拠はないとしています。ファイザー製ワ

クチンの１回目の接種を80万人余りが受けた

ドイツでは、接種後間もなく亡くなった高齢

者が少なくとも７人（約10万人に１人）あり



 23 

ましたが、死因は恐らく腎不全やがん、アル

ツハイマー病など患者の基礎疾患で、ワクチ

ン接種ではないと判断されています。このよ

うな判断を今回提示した表から考えることが

できます。例えば、75歳男性の明日までの命

は10万対７人ですので、接種後10日以内に70

人はワクチンと関係無く死亡することになり、

ワクチンのリスクは無視できます。今回のコ

ロナワクチンは注射部位の痛み68%、全身倦

怠感29%、頭痛26%、筋肉痛17%、発熱７%、

関節痛７%、吐き気７%など副反応が比較的

強く出る傾向があり、このような副反応に耐

えられないほど衰弱している人は接種しない

方が良いと考えますが、一般的にはワクチン

のリスクより、表からも分かるように本来の

死亡リスクの方がはるかに高いので、「100%

の安全は無いが心配ご無用」と言えることに

なります。私（82歳男）はワクチン接種の通

知が来れば迷わず受けることにしています。 

（元京都第一赤十字病院呼吸器部長） 

 

表 年齢別死亡率：明日までに死ぬ人数（10万対）と平均余命（年） 

年齢 
男性 女性 

死亡率 明日まで 平均余命 死亡率 明日まで 平均余命 

0 0.00202  0.55人 81 0.00178  0.49人 87 

5 0.00010 0.03 76 0.00008 0.02 82 

10 0.00007 0.02 71 0.00007 0.02 77 

15 0.00017 0.05 66 0.00010 0.03 72 

20 0.00045 0.12 61 0.00017 0.05 67 

25 0.00055 0.15 56 0.00024 0.07 62 

30 0.00058 0.16 51 0.00031 0.08 57 

35 0.00074 0.20 47 0.00041 0.11 53 

40 0.00105 0.29 42 0.00063 0.17 48 

45 0.00163 0.45 37 0.00095 0.26 43 

50 0.00266 0.73 32 0.00148 0.41 38 

55 0.00432 1.2 28 0.00221 0.61 33 

60 0.00669 1.8 24 0.00304 0.83 29 

65 0.01119 3.1 19 0.00460 1.3 24 

70 0.01747 4.8 16 0.00722 2.0 20 

75 0.02707 7.4 12 0.01202 3.3 16 

80 0.04862 13 8.8 0.02361 6.5 12 

85 0.08947 25 6.2 0.04816 13 8.3 

90 0.15329 42 4.3 0.09695 27 5.6 

95 0.24601 67 3.0 0.18796 51 3.6 

100 0.33896 93 2.2 0.29175 80 2.5 
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［エッセイ］ 

改革開放直後の中国 
（40年前の中国） 

田中 昭 

私は重工メーカーに42年間勤務した。担当

は主として鉄鋼プラントの輸出営業で、世界

各国（30カ国以上）に出張した。その中で今

でも忘れらないのは1978年から1980年にか

けての中国（中華人民共和国）への出張であ

る。1978年の中国は、10年間続いた「文化大

革命」（毛沢東が復権を目指して起こした一種

の内戦・内乱状態）がやっと終息したばかり

だった。1976年に毛沢東が亡くなり、悪名高

い四人組が逮捕され、鄧小平が再登場したば

かりだった。鄧小平は若い頃にフランスに留

学した経験があり、復権直後から文化大革命

で荒廃した中国を再建するには西側資本主義

国から資本と技術を導入するしかないと、「改

革開放政策」を打ち出した。 

ご存知のように鉄鋼生産量は、その国の国

力・工業力のバロメーターである。プロイセ

ン（ドイツ）の宰相ビスマルクは「鉄は国家

なり」と喝破し、日本経団連会長の稲山氏は

「鉄は産業の米」と述べた。当時の中国の鉄鋼

生産量はどうだったか？ 1978年の生産量は

２千４百万トンである。一方同じ年の日本の

それは１億２百万トンで、中国の４.２倍であ

る。中国の人口は日本の10倍、面積は26倍で

あることを勘案すると当時の中国が如何に貧

しかったかがよく分かる数字である。これを

国民一人あたりで計算すると中国の一人当た

りの鉄鋼生産量は、日本のそれの１／44しか

ない。この数字は1978年頃の中国の国力を示

している。しかしあれから40年、2018年の中

国の生産量は９億３千万トンに急成長し、日

本は１億４百万トンと殆ど伸びていない。こ

の40年間に日本の大手製鉄会社は５社（新日

鉄・日本鋼管・川崎製鉄・住友金属・神戸製

鋼）が３社（日本製鉄・JFE・神戸製鋼）に

減少した。私は個人的に（鉄鋼プラントを中

国に輸出したことによって）日本鉄鋼業の衰

退に手を貸す結果になったのでは…と、内心

忸怩たる思いを抱いている。 

話を元に戻すが、鄧小平の「改革開放政策」

に基づいて中国は、欧米・日本の鉄鋼プラン

トメーカーに引き合いを出した。私の会社も

それに応じたわけである。以下に私の中国体

験を記す。たった40年前のことなのに、今と

なっては中国の経済発展後に育った若い中国

人は信じてくれないような実話である。 

１．コロナの発生源 

本誌の読者の方々には医療関係者が多いと

思うので、新型コロナと中国について私見を

述べたい。私は初めての土地に行った時には、

必ず市場を訪れることにしている。北京でも

そうした。北京の市場でビックリしたのは食

材である。生きた動物が売られていて鳴き声、

獣や血の匂い、排泄物の異臭などに満ち満ち

ていた。ニワトリ、ウサギ、ヤギなどは当然

だが、コウモリ・ハクビシン・アライグマ・

アリクイ・ネズミ・モグラ・各種のヘビ・カ

エル・サソリ・蛾のサナギなどあらゆる生き

物を売っていた。中国人が何でも食べるとい

うのは本当だった。食材は、買われた市場内

のその場で、残酷にも解体されていた。あの

不衛生な環境が無くならねばウィルス発生源

は無くならないだろう。中国のいわゆるゲテ

物（珍獣）食いは不老不死に効果がある、と

いう始皇帝以来の民間信仰と深く結びついて

いるのである。2003年の SARS、2012年の

MERS、2019年の新型コロナと、全て中国が
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発生源と囁かれている。また、習近平主席が

「ゲテ物食いを止めろ」と指示したとは報道さ

れていない。多分そんな禁止令を出したら、

民衆から猛反発を食らうと知っているからだ

ろう。中国人のゲテ物食いが続く限り、今後

も定期的に中国発の「変異ウィルスの猛威」

は続くだろう。 

２．共産主義の不平等 

私は共産主義国の国民は、民主主義国より

も平等な生活をしているものと思い込んでい

た。しかし訪中してすぐ真実を知った。通関

時に中国人は無チェックでどんどん素通りし

て行った。当時海外から入国する中国人は、

共産党・人民解放軍の幹部に限られていたか

らである。空港の玄関には彼らの使う高級車

「紅旗号」がずらりと並んで待っていた。驚い

たことにこの「紅旗号」には市内の赤信号で

も停まらなくて良い特権が与えられていた。

また幹部も人民服を着てはいたが、庶民のそ

れとは生地・デザイン・縫製などが違ってい

た。一目で幹部だと分かるのだった。北京で

親しくなった知日派の西独の技術者はニヤッ

としながら「世界で最も成功した共産主義国

は日本だ」と言っていた。階級差がなく全員

が中産階級だから、というのが理由だった。 

３．中国の食べ物 

私は中華料理が好きだ。中でも餃子は大好

物である。初訪中時には餃子が楽しみだった。

しかし本場の餃子は、日本とは大違いだった。

まず中国人にとっての餃子は、ご飯と同じで

ある事。餃子を食べる時には白飯は食べない。

訪中直後にそれを知らなくて、ご飯を頼んだ

ら妙な顔をされた。丁度関東の人が、関西に

は「うどん定食が存在する」と知った時と同

じだ。更に日本では99％焼き餃子で食べるが、

本場では99％が水餃子である。一度焼き餃子

を所望したら、店主からうちの餃子はそんな

古い物ではない、と叱られた。焼き餃子は食

べ残しを翌日焼き直して食べる物だったのだ。

水餃子こそ余り好きになれなかったが、北京

の食べ物は総じて美味しかった。中でも名店

と言われる北京ダックの「全聚徳」と、しゃ

ぶしゃぶの「東来順」の味は絶品だった。今

では両店共東京に支店を出して、本場と全く

同じ味を楽しめる。但し料金は本店の５倍以

上するが。 

４．中国の製鉄所 

商談開始前に中国の製鉄所を見学した。ソ

連製の時代遅れのプラントで生産していた。

建国直後の1949年～1960年の中ソ蜜月時代

の遺物である。古くて、大きくて、重くて、

丁度ロシア人そっくりの代物だった。勿論省

エネ、自動化、省力化、公害防止などへの配

慮も皆無であった。日本の年産４～５百万ト

ンクラスの製鉄所は、下請けを含めて１.５～

２万人で操業していたが、中国の同じ規模の

製鉄所には10万人以上の従業員がいた。もっ

とも中国の国営製鉄所は所内に農場・病院・

学校・警察・消防・福祉施設等を保有してお

り、それらの人数も10万人に含まれているの

で一概に比較は出来ない。それにしても所内

には人が多くて、ただブラブラしている人、

しゃがんで世間話をしている人、新聞を広げ

ている人、所在なげに煙草を吸っている人な

どが眼に付いた。日本では見られぬ光景だっ

た。 

５．パクリは文化？ 

中国は購入の前に見学ミッションを先進国

に派遣するのが常だった。新幹線の時も多人

数のミッションが訪日した。熱心に売り込み

をしていた日本のメーカー（Ｈ製作所・Ｋ重

工・Ｎ車輛）は下にも置かぬもてなしで、見

学アレンジをし、質問に答えた。ミッション

は満足して帰国した。次のステップは中国か
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らの正式見積照会だった。しかし待てど暮せ

ど照会が出ない。その内に大々的に「中国が

自国開発で新幹線を完成」というニュースが

飛び込んで来て、日本メーカーは仰天。日本

側は余りにも親切にすべてを教えてしまった

のである。今では中国新幹線は、中国国内延

べ距離で25,000㎞に達している。日本の新幹

線は現在3,000㎞に過ぎない。中国人のパクリ

は DNA に組み込まれていると言いたい。も

うそろそろ他国のソフト・工業所有権を尊重

して欲しいものだ。 

６．外貨不足 

当時中国では長かった文化大革命の影響で

鎖国状態が続いたせいで、極端に外貨が不足

していた。それをカバーするために外貨獲得

になりふり構わず狂奔していた。例をいくつ

か挙げると①ビジネスで訪中する外人は、中

国国営航空会社の使用が義務付けられていた。

②外人専用ホテルの料金は、欧米の五つ星並

みに高価だった。③市内の店にはろくに商品

が無かったが、外貨ショップには珍しい品が

溢れていた。衣料品（カシミアや絹製品）、食

品、漢方薬、工芸絵画・骨董品等々である。

支払いは、米ドル・西独マルク・仏フラン・

英ポンド・スイスフランの５種のみだった。

④国内の飛行機・列車・名所の入場料などは

中国人の３～５倍ほどに設定されていた。流

石にみっともないと思ったのか、15年後に再

訪中した時には、上記①～④は撤廃されてい

た。 

７．歴史感覚の差 

和やかな宴会の最中に、中国側の幹部から

「私の祖父は日本兵に殺された」とか、「両親

は日本軍に連行され、そのまま行方不明です」

という様な話が出る事があった。また技術資

料を要求され拒否すると中国側は「日本には

遣隋使・遣唐使に漢字・火薬・羅針盤・紙・

貨幣・印鑑・下駄・豆腐・元号・暦などの最

先端の文化を全て無償で教えて上げたのに」

と文句を言われた。中国側は歴史の連続性を

重視していたが、日本側は満州事変・日中戦

争もろくに教えていない事実を痛感した。 

８．日中の今後 

私は時々「もし明日から習近平に代わって

中国を統治しろ」と命じられたらどうする

か？ という事を考える。何度も言うが中国の

面積は日本の26倍、人口は10倍である。単純

に計算しても１日の食事だけで40億食である。

国民を飢えさせないだけでも容易ではない。

その上ウイグル・チベット・内蒙古などの各

自治区はちょっと手綱を緩めれば独立を計る。

なんせそれらの自治区は人種・言語・宗教が

漢民族とは異なるのだ。香港・台湾・尖閣諸

島・一帯一路等の諸問題も頭が痛い。加えて

国内問題として、拝金主義・権力腐敗・貧富

の差・農民戸籍問題などが山積している。更

に近年のインターネットの普及は、中国政府

の情報統制・情報操作を困難にしている。世

界中の最新情報が、検閲なしで国民に流れる

ようになったのである。中国側からの情報の

隠蔽も非常に難しくなった。 

上記の諸問題を人民解放軍240万人、公安

（警察）160万人、武警（武装警察）70万人の

計470万人で抑え付けられるのか？ 想像以

上に中国の統治は大変だと思う。しかし中国

の GDP（国内総生産）は、2010年に日本を

抜き去り米国に次ぐ世界第２位になった。

2019年には日本の３倍以上になっている。折

しも2021年は、中国共産党結党100年の記念

の年である。「衣食足った中国には、そろそろ

礼節を知って欲しい」ものだ。世界第２位の

大国として、国際社会で責任をもって振舞っ

て欲しいと思う。 

（元住友重機械工業㈱ 営業統括室長） 
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［エッセイ］ 

ホモ・サピエンスと 

ネアンデルタール人 

四元秀毅 

新型コロナ・ウィルス感染症の急速な拡が

りを受け、政府は本年（2020年）４月７日に

「緊急事態宣言」を発した。その主旨は“不必

要な外出を極力控えるべし”というもので、

対象地域は当初の首都圏中心から後に全国規

模に拡大した。お触れは有効で発生患者数は

減少したが、後に一進一退し、11月末の時点

で患者数は大幅に増え厳しい状況になってい

る。行動制限をすると件数が減るが緩めると

増えるの繰り返しで、一波・二波と言っても

別の新しい波が押し寄せているようには見え

ない。強風の日に窓を閉めると風が遮られ開

くとまた吹き込むのと同じではなかろうか。 

そのような秋のある日、久しぶりに泉孝英

先生と電話でお話しする機会があった。種々

の話題のなか、先生から「こんな状態が続く

とうっとうしくなる」旨のコメントがあり、

“そこがホモ・サピエンスとネアンデルタール

の違い”と口を滑らせたところ、ではそのタ

イトルでエッセイをということになった。専

門家でないのにこのような題で書き連ねるの

は気が引けるが、いささかの感想を述べて責

めを塞ぎたい。 

 

言語とヒトの社交性 

長く家に閉じ込められると気が滅入り、外

に出て人と交わりたくなるのは人情である。

その度合いは人さらには民族によっても異な

るだろうが、これはいわば血が騒ぐ現象と言

えよう。ではその根源にあるものはなにか。

人類の祖先としてはさまざまな“ヒト亜類”

が登場したが、我々の直接の先祖は“ホモ・

サピエンス”で、その前に存在したのが“ネ

アンデルタール人”である。大柄で頑丈な体

格の後者には“一騎当千の強者”のイメージ

があるが、そのぶん彼らは集団を作って事に

当たるのを苦手とした。一方、さほどの体格

に恵まれなかった前者は大型動物捕獲などの

ためにもお互いの協力を必要とし、集団社会

を形成する方向に向かった。“火”を用いて食

物を加工し、各種道具を工夫し、さらには情

報伝達のための“言語”を開発して地球を牛

耳る存在になった。その経緯についてはユヴ

ァル・ノア・ハラリの「サピエンス全史」（柴

田裕之訳 河出書房新社；2016年発行）に詳

しいが、特に言語による情報交換はヒト独特

の進化とその社交的性格の形成に大きく寄与

したと言えよう。  

情報交換は多くの動物種で行われており、

それぞれの社会の形成に大きな影響を与えて

きた。たとえばカラスはこの作業に熱心で、

木立に入るとヒトの接近を知らせる彼らの鳴

き声が喧しいのはそのせいである。また、彼

らは利巧で、走る自動車に固い木の実を割ら

せたり、さらには深いところのものを掬い上

げるための柄杓様の道具を作ったりさえする

という。ハトやスズメではそうはいかない。

このように知恵のつき具合は種によっても異

なるが、話し言葉から文字まで考案し、各種

道具を作って社会を発展させたヒトの能力は

抜群で、その先祖を“ホモ・サピエンス（知

恵あるヒト）”と呼んで自惚れるのは尤なこと

ではある。 

 

狩猟生活から農耕生活へ 

ヒト発展の歴史は、より多くの食物を獲得

し、より便利で快適な生活を追求する過程、
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と要約できよう。前者の第一段階が“農業革

命”で、従来の相手まかせの狩猟生活を脱却

して大量の作物を計画的に入手できるように

なり、その結果、富が蓄積され、人口は急増

した。しかしそれで万人の生活が楽になった

かというとそうはいかず、かえって苦労や労

働時間が増えた面もあった（産業革命の場合

も同様）。日本では縄文から弥生への移行期が

この変革期に当たるが、北関東などに住んで

いた縄文人達は農耕技術が伝わってもさほど

これに興味を示さず、従来通り山で木の実を

採集するより容易な生活の方を選んだ。年中

あくせく働くのは愚かなことと考え、余暇を

土器作成などに充てたのだろう。このように

進歩といっても一筋縄ではいかないところが

あるが、ハラリは視点を変えて食物側から状

態を捉え直し、“農耕時代にヒトはコメや小麦

に家畜化された”としている。生物の本質的

意義は遺伝子の継承・拡大にあるが、この時

代になりヒトは食物の繁栄（種の保存）のた

めにせっせと働かされるようになったと言う

のである。品種改良まで手伝いながら。 

 

言語がヒト聴覚に及ぼした影響 

とは言ってもヒトは地球上に広く拡散し、

多くの社会さらには国家を形成した。その原

動力の一つである言語には話し言葉と読み言

葉があり、それぞれ聴覚と視覚で認識される。

その受容器は前者では内耳の蝸牛にある“聴

細胞”、後者では眼球の網膜にある“視細胞”

である。音の場合、鼓膜に達した音波は中耳

の耳小骨（ツチ・キヌタ・アブミ骨）を振動

させ、それが蝸牛にあるリンパ液中の有毛細

胞に伝わり、最終的に信号が大脳の聴覚皮質

に送られる。音楽鑑賞などを考えると大脳皮

質における認識・分析能はきわめて高度とい

うことになるが、聴覚の受容器そのものの構

造はわりと単純である。音の基本特性に周波

数があり、その単位は一秒間の振動数すなわ

ち“ヘルツ(㎐)”である。ヒト可聴域周波数

は20～20000㎐で、会話の殆どは200～8000 

㎐の範囲内にある。ヒトの聴覚がカバーする

周波数領域は他種動物のそれより狭いが、聴

覚は会話の聴取を中心に進化したものと考え

られている。 

一方、個体における聴覚進化の側面もあり、

この点について最近のTV番組で興味深い研

究成果が紹介されていた（NHK-BS；「“聴覚”

世界をつかむ精緻な進化」10月12日）。それに

よると赤ちゃんの泣き声トーンはときに地域

間で異なり、フランス語圏では“尻上がり調”

なのに対してドイツ語圏ではその逆という。

これは母言語の発声トーンの相違（前者では

尻上がり調、後者ではその逆）を反映したも

ので、児は母胎内で母親の発声を感知・記憶

し、生後にこれを真似て泣くのだそうである。

胎児期から誕生後に備えているわけで、胎教

の意義を裏づける知見でもある。 

 

ホモ・サピエンスとネアンデルタール人のゲ

ノム 

両群の比較に戻ると、その類似点・相違点

の検討は興味深い課題である。両者の接触は

以前から知られていたが、後者の遺伝子の１

～４%が前者に受け継がれていることが10年

前に報告された。一方、表現型では、後者の

一部は居住地を反映して色白・金髪・碧眼と

コーカソイドの特徴を有していたという。こ

の種の検討は人種問題に繋がる惧れがあるが、

研究は続き、両群間あるいはヒト種間でのウ

ィルス抵抗性の差異などが解明されるであろ

う。そして、それらの知見が医学・医療のさ

らなる進歩をもたらすことを期待したい。 

（国立病院機構 東京病院名誉院長） 
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［エッセイ］ 

蜂蜜物語 

竹内 実 

現在、私は上賀茂神社の神が舞い降りた地、

神が宿る地、京都市北区の神山にある京都産

業大学に勤務している。京都大学胸部疾患研

究所から1993年に赴任して今年で28年目に

なる。そして、３月に定年を迎える時期に、

恩師の泉先生からこの原稿のお声がかかった。

おそらく、今までの蜂蜜について振り返り、

まとめろよ！ とのことだと思う。 

そもそも蜂蜜は古くから人類の生活に根づ

いており、今から約１万年前から甘味料とし

て使用されてきた。蜂蜜は天然成分で食用だ

けでなく、健康維持や創傷、風邪、皮膚炎の

治療薬として世界で広く利用されている。蜜

蜂の社会は女性（雌）社

会で、女王蜂（右図ピン

ク印）、働き蜂は全て雌で、

雄蜂は生殖の時だけ役に

立つが、それ以外は何も

しないため、怠け者と呼ばれている。人間の

社会と随分違う？ 働き蜂の中で外勤の蜜蜂

は訪花し花の蜜を吸って、食道の下にある袋

状の器官（蜜胃）に花蜜をためて巣に戻ると、

巣の中で働く別の蜜蜂（内勤蜂）に口移しで

蜜を渡し、唾液の中に含まれるインベルター

ゼという酵素により花蜜のショ糖（砂糖）が

グルコースとフルクトースに分解され、その

後濃縮され水分が蒸発し蜜蓋がされ、蜂蜜と

なる。蜂蜜は蜜蜂によって生産される、糖度

80％以上の天然成分と定義されており、花蜜

の違いにより多種類の蜂蜜が存在する。また

蜂蜜は糖以外にアミノ酸、ビタミン、コリン、

フラボノイドなど様々な物質を含んでいる。

特定の花から集められた蜂蜜は単花蜜と呼ば

れ、アカシア、レンゲ、ソバ、クリ、マヌカ

など様々な蜂蜜がある。花蜜と蜜蜂により蜂

蜜はつくられるので、蜂蜜は３蜜である。蜂

蜜の一般的な作用としては抗菌作用が知られ

ており、その中でもマヌカハニーの強い抗菌、

抗ウイルス作用が注目されている。その作用

はマヌカハニーに含まれるメチルグリオキサ

ール（MGO）によるものであり、その抗菌

効果は、ユニーク・マヌカ・ファクター（UMF）

として数値化され評価されている。蜂蜜は、

単糖に分解された状態で体内に入るので、消

化管で分解する必要がないため、吸収が早い。

蜂蜜はグルコースよりもフルクトースの比率

が多いので、砂糖に比べ血糖値の上昇は緩や

かである。またフルクトースは砂糖に比べて

甘味度が1.5倍強いので、少ない量で甘味が得

られ、カロリーも低いなどの利点がある。 

蜂蜜と私の関わりは、2005年頃からである。

ナイジェリアのエジオグ・エミニケ氏が、私

の生体免疫学の授業を聴講していたことから

始まる。彼からナイジェリアでは、シャーマ

ンと呼ばれる呪術師がいて、風邪などの病気

の治療にジャングルハニーという蜂蜜を使っ

ていた。しかし、なぜ効くのかについては全

く研究されていなかった。その当時、私は喫

煙と免疫について研究しており、その詳細は

「喫煙を科学する」の出版本に委ねるが、また

同時に天然成分のアガリクス茸の研究もして

いた。今から思えば1980年頃から、泉先生、

長井先生のもとで、プロピオニバクテリウム

や結核菌体抽出物（丸山ワクチン）の免疫作

用を研究しており、細菌も自然に存在するの

で天然成分、タバコも植物なので天然成分で

ある。つまり天然成分について研究していた



 30 

ことになる。そのため、蜂蜜に抵抗なく研究

を始めることが出来た。そこで先ほどのジャ

ングルハニーが、免疫を介して効いていると

考えて研究を始めた。その当時大学院生だっ

た福田さん（旧姓、2018年逝去）が興味を持

ってくれて、この蜂蜜について本格的に研究

を始めた。この蜂蜜は普通の蜂蜜

と違い右図のように黒茶褐色で、

美味しい蜂蜜ではないが、彼女は

この蜂蜜が好きで、自らもこの蜂

蜜を食べながら実験をしていた。 

ジャングルハニーをマウスに投与すると、

マクロファージのサイトカイン遺伝子の発現

と好中球の走化活性が増強された。癌移植実

験で担癌マウスを解剖して、２人で顔を見合

わせた。なんと蜂蜜投与群で癌の生着抑制、

増殖抑制が認められた。おそらく蜂蜜投与に

より活性化された免疫細胞が癌の生着、増殖

を抑制したと思われ、抗癌作用が認められた。

その有効成分の同定を試みたところ、分子量

約260の物質であることを見つけたが、残念

ながら成分の同定には至ってない。これらの

成績をもとに論文が掲載された。

そこで、大学の広報室と共同で

ジャングルハニーハンドクリー

ム（右図）を開発し、学内で販

売することになった。各新聞紙

で報道され、その記事の中に「京

産大、ジャングルハニーハンド

クリームを発売、売れ行きはジャングルのよ

うに険しいか、ハニーのように甘いか？」と

あったが、大変好評で完売した。その後この

研究は引き継がれ、抗体産生機能も増強する

ことが解った。 

そして2012年頃から、この研究をもとに日

本国産蜂蜜の研究を始めることになった。北

海道から沖縄まで日本全国の蜂蜜を集めて、

免疫作用を調べた。研究室でも下図のように

蜜蜂を飼い、

時々刺されな

がら蜂蜜の秘

密を探った。

一度に６匹刺

された時は流

石に痛かった。

蜜蜂の針は「返し」が付いており、刺された

後、針を抜くと蜜蜂は死んでしまう。「蜂の一

刺し」とは、この蜜蜂のことである。日本全

国多種類の蜂蜜を科学した結果、蜂蜜に好中

球の運動性とマクロファージのサイトカイン

遺伝子の発現を増強する作用が認められた。

蜂蜜の種類によって差はあるが、日本国産蜂

蜜にも免疫作用が確認された。 

新型コロナウイルス感染が収束していない

３密の時代、自粛で自宅に閉じこもる時間が

長く続いている。ぜひ部屋の換気と心の換気

に注意喚起して、密集、密接、密閉の３密を

壇蜜ではなく断密と避密にして、「蜜蜂と蜂蜜

の秘密を探る！」を花蜜から蜜蜂がつくった

蜂蜜を食べながら読んで頂き、蜂蜜の秘密で

ある抗菌、

抗ウイルス

作用と免疫

作用が新型

コロナウイ

ルス感染の

予防に役立

てば幸いで

ある。 

 

 

 

（北隆館 2021年１月刊） 

（京都産業大学名誉教授） 
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［エッセイ］ 

猫の知恵、人の知恵③ 

長井苑子 

2021年冬には新型コロナ第３波はおさま

らず、緊急事態宣言がだされた。市内のシャ

ッター店が目につき、我が人友SNは夕食を外

食にしている日は、早めに探さないと餌にあ

りつけないとこぼす。猫にとっても、缶詰や

カリカリ、チュールなどを購入する経済的余

裕が減少してきた家に飼われていると受難で

ある。なんといっても、人友SNは、僕の放浪

生活の中で衣食住を確保してくれた恩人なの

だ。猫に衣？って。それは、自転車小屋時代

の天蓋付きベッドに、

風よけのカーテンさ。

長毛の僕でも、京都の

冬の底冷えは身にしみ

るからね。 

それはそうと、太陽

の黒点が減少すると、過去にも、ペスト、ス

ペイン風邪、そして新型コロナと感染症によ

る災厄がおこっているようだ。黒点が減少す

ると太陽からの放射線の増加がおこり、地球

環境、生物への影響などがでるのではないか

との仮説だそうだ。もし、黒点の影響も一役

絡んでいるのなら、おばあちゃんのいってい

た「われわれは、お天道さまによって生かさ

れてるよ、お天道さまには勝てないよ」とい

うことになる。 

遠い昔に、定住化、人口増加、野生動物の

家畜化などから、ウイルスは人を宿主に選ぶ

チャンスを増やしたのだろう。新型コロナウ

イルスなど最近のウイルスたちは、資本主義

下での生産性向上の一環として密林、森林へ

の人の侵入で、お互いに未知との遭遇となり、

新たな宿主をウイルスはみつけたし、物流、

人流増加を追い風として、感染の迅速な波及

が起こってきたようだ。 

多分いつかは、ふつうの風邪ウイルスのひ

とつとして人と共存する新型コロナウイルス

だろうけれど、今しばらくは、人友 SN も患

者さん対応で忙しそうだ。        

人友 SN は、サルコイドーシスという病気

を専門としている。この病気の病態発生に関

わるキー酵素にアンギオテンシン変換酵素

ACE があって、サルコイドーシスの特徴であ

る類上皮細胞、マクロファージ、単球からの

産生が増加する。肺の局所環境で ACE はマ

クロファージの抗原提示能を活性化させ、Ｔ

リンパ球を活性化させるらしい。この ACE

が肺胞上皮細胞膜にはたくさんあって生体防

御に関連しているとの報告がある。新型コロ

ナウイルスはこれに結合して細胞に侵入する

ようだ。 

人友 SN は僕に話しかけてきた。肺の局所

環境に遊離状態で存在している ACE が増加

しているのであれば、これにもコロナウイル

スは結合して、肺胞上の ACE 受容体に結合

することを抑制できるのではないかと。もし、

この仮説が正しければ、サルコイドーシスの

患者さんは、新型コロナ感染に抵抗力がある

かもしれないね。 

実験的検証は大変だけれど、マイナンバー

を活用できて、PCR 検査がもっと普及してい

れば、そして病名がきちんと把握可能であれ

ば、コロナ感染率や重症化率をサルコイドー

シスとコントロールとで疫学的に比較できる

のにね。日本では、マイナンバーがこういう

医療のビッグデータのみならず、活用されて

いないので、残念だね。（中央診療所 所長） 
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［エッセイ］ 

平安京の強盗屋敷 

大田高祐 

公益財団法人京都健康管理研究会は、三条

高倉交差点を東に入った北側に、その事務所

をおいているが、そこは平安京で言えば左京

三条四坊五町に位置している。この一画は、

三条大路（現・三条通り）、高倉小路（現・高倉

通り）、姉小路（現・姉小路通り）、万里小路

（現・柳馬場通り）に囲まれた一辺約120ｍの

街区であった（当時、堺町通りに当たる道路

はなかった）。平安時代をこよなく愛する私は、

当時ここに何があったのかが気になるのであ

る。ここは平安時代の高級住宅地であるから、

調べてみるといろいろな人物の居住が確認さ

れるけれども、その中で最も個性的な人物を

取り上げてみることにしたい。 

平安時代中期、ここには強盗の首領・藤原

保輔（ふじわらのやすすけ、？～988年）の

屋敷があった。強盗の首領と言っても保輔は、

立派な位階も官職も持ったれっきとした貴族

であり、閣僚の大納言を務めた祖父を持つ良

家の生まれであった。ちなみに祇園祭の保昌

山ゆかりの藤原保昌（やすまさ）は、保輔の

兄であり、そしてこの保昌はあの和泉式部の

夫であった。さすが京都は千年の都、強盗の

中に貴族あり、貴族の中に強盗あり、である。

保輔は「本朝第一の武略」をもって知られた

が、「強盗の張本（首謀者のこと）」とも言わ

れた非常に暴力的な人物であり、左大臣邸で

の宴会の際に傷害事件を起こしたり、手下を

率いて盛んに強盗を働いたり、人々を襲撃し

たりと大きな騒動を繰り返す、問題の多い人

物であった。また商人たちに、鎧、太刀、絹

等の商品を自分の屋敷に持ってくるように言

って手に入れ、代金を払うからと自邸の奥に

誘い、そこに設けた井戸のように深い穴に商

人を突き落として殺し、それらの商品を騙し

取るということを繰り返した。彼の屋敷から

生きて出られた商人はいなかったという。な

んとも信じ難いひどい話である。 

平安貴族は一般に思われているように大人

しくもなく、女々しくもなく、弱々しくもな

かったが、しかしそれにしても保輔の粗暴さ

は異常であり、またその行いはあまりに悪辣

かつ獰猛であった。保輔は貴族で地位も高く

裕福であって、このような凶行をする必要は

全くなかった。何かやむを得ぬ理由あっての

悪行などではなく、どうやら彼はこういう悪

事を好む性格であったと考えるしかないであ

ろう。 

もちろん朝廷もこのような悪事を見逃して

おくはずもなく、何度も保輔を捕らえようと

したが、なかなか上手くいかなかった。そこ

で朝廷はいよいよ本腰を入れ、保輔を追捕し

た者には恩賞を与えるとし、さらに保輔の父

を連行したことであった。さすがの保輔もこ

れには焦りをおぼえ、寺にて出家剃髪した上

でさらなる逃走をはかったが、間もなくとう

とう逮捕されたのであった。 

逮捕時の保輔のとった行動はなかなかに激

しい。もはや逃れられぬと諦めた彼は、自ら

の腹を切り裂いて腸を引きずり出したのであ

る。しかしすぐには死に切れず、獄へ繋がれ

たが、この傷がもとで、翌日に彼は獄中で死

亡した。永延２(988)年６月17日のことであ

った。年齢は二十代であったと思われる。切

腹の現場はもちろん、獄内も凄惨な光景であ

ったはずである。 

特筆すべきは、この保輔の切腹が、記録に
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残る日本最初の切腹であることである。介錯

なしの切腹は、死にいたるまで激しい苦悶が

長く続く、医学的に決して推奨できない非常

に効率の悪い自殺法である。何故、保輔がこ

のような行為をおこなったのか不可解である。

これまで殺人や傷害を常習していた彼のこと

である、腹部を裂くことが楽に死ねる方法で

はなさそうなことくらい分かっていたと思う

のであるが…。ここで頭をよぎるのは、日本

最初の切腹ということは、世界最初の切腹と

いうことになりはしないかということである。

しかし中国には保輔より前に、腹を裂いて自

殺した人物がいるようで、切腹の定義の議論

もややこしく面倒なので、今のところ日本最

初の切腹と限定しておくのが無難であろう。 

保輔の逮捕あるいは死亡の地は彼の屋敷内

ではないから、同財団の辺りに「切腹発祥之

地」と刻した名誉ある石碑を建てる訳にはい

かないが、この辺りが本邦初の切腹をした人

の屋敷跡であるとの気を惹く話題を提供する

ことはできるのである。そして崇高かつ高尚

な目的を掲げる同財団と、悪逆無道な強盗の

屋敷跡との意外な取り合わせも面白いと私は

思うのである。 

そして私は、いつの日にか、この辺りの建

物の建て替えに伴う発掘調査で、上述の商人

を突き落とした穴の遺構が検出されることを

期待しているのである。長い年月にわたる開

発の繰り返しで、保輔の邸宅の遺構はひどく

撹乱されているはずであるが、その落とし穴

は深いものであろうから、その遺構の残存に

希望が持てるのである。そして穴の底から商

人のものらしい人骨が出土するならば、それ

を回収することは、理不尽な死を遂げた彼ら

の供養にもなるとも思うのである。 

（中央診療所 健康管理部長） 

藤原保輔邸跡（公益財団法人京都健康管理研究会は右側の建物の４階） 
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［本の紹介］ 

歴史学研究会編 

『コロナの時代の歴史学』 
績文堂出版刊、2020年 

海原 亮 

新型コロナウイルスの感染は、医療現場・

薬学関係者の英知を結集し、ようやく事態の

改善に向かいつつある。職業倫理の遵守を前

提とする多くの方々の献身には、ひたすら敬

意を表するのみだが、今回のパンデミック発

生にさいしては、現代社会の様々な課題が顕

著に露呈したように思う。最たるものは「専

門家」の社会的存立についてだろう。コロナ

の脅威に対峙し、疫学的側面、経済どちらを

重視すべきか、大きな選択を迫られる政治的

機会も少なくなかった。また、全世界レベル

の混乱は人びとの心理、信仰・法秩序の問題

に大きな影響を及ぼし、いまや文理双方の知

の正統が揺らぎをみせはじめている。 

疫病の流行が人間のありようをどう変化さ

せたのかは、歴史学界でも早くから研究が蓄

積されてきたテーマである。ただし、医療史

の専門家は現状でもさほど数がおらず、とり

わけ前近代（わが国の場合、江戸時代以前）

の研究に限れば、100年以上前の成果である、

富士川游『日本疾病史』（1912年初版）が今

なお基礎的な位置にある。そのような斯界の

情態は、医学史講座の全国的な不在をみれば

瞭然だ。思うに、直截的に国家の科学政策と

連関する医学部教育において、哲学・史学の

不在は致命的な欠陥ではないか。 

さて昨年来、感染症の歴史に関して多様な

一般向け書籍の刊行をみた。多くは促成栽培

の感が強いものだが、本来、歴史家の分析対

象は疫病（新型コロナ）それ自体というより

も背景となる国家・社会・経済・文化の変容

だろう。本書『コロナの時代の歴史学』は歴

史学界が今後、検討すべき論点を列挙、計16

本の小論を収めた問題提起集である。 

前述の事情もあり、医療史・公衆衛生史分

野の論考は、拙稿を含め２本しか収められて

いない（第２章）。昨今よく耳にする「感染症

が社会を変えた」との言説はまことに単純極

まりない歴史認識で、むしろ感染症が社会の

多様な要因で性格規定されるのである（第１

章）。パンデミックの事例はかつて西洋史分野

で盛んに研究され、たとえば中世のペスト（黒

死病）、近代のスペイン風邪（インフルエンザ）

など当該期の社会構造に与えた影響の分析は、

相当な蓄積がみられる。同じ手法で新型コロ

ナの疫病史を観るのは有効だし、グローバル

化した現代、新自由主義の席捲する世界の実

体に如何なる影響を及ぼすかは重要な論点と

なろう。本書では、政治と社会の分断（第３

章）、国民国家の変質（第４章）をテーマとし

た４本を収録している。 

そしてこれは昨今の歴史学界で盛んに取り

組まれている課題だが、人権と差別（第５章）、

格差とジェンダー（第６章）に関する考察も

きわめて興味深い。新型コロナ改正特措法・

改正感染症法の策定時、過去の経験＝失敗例

が照射されたように、たとえばハンセン病史

（本書では２本が取り扱う）の考究など今後さ

らに深められるべきだし、人種差別・格差問

題の深刻性は他国の事例も多く報道されてい

る。それらの逐一を歴史学の対象＝史料とみ

なし、付け焼刃でない真に学問的な手法で検

証することの必要性が強く主張される。 

歴史学者もいまや現代社会に直接的な貢献

が求められている。方法論の考究、課題提示

は、学界全体の決意表明と受け取られたい。 

（住友史料館主席研究員、日本近世史・文化史） 
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公益財団法人 京都健康管理研究会 

2020 (令和２)年度 事業報告 

 

［研究助成］ 

・福井寿朗（関西医科大学附属病院第三内科） 

大腸腺腫内癌内視鏡切除後標本を用いた正常組織幹細胞・腺腫幹細胞マーカーとしての pSmad2/ 

3L-Thr 発現と腫瘍化・癌化における発現の変化に関する研究 

・白川康太郎（京都大学医学部附属病院血液内科） 

シングルセル RNA-seqを用いた多発性骨髄腫多段階発がんにおける APOBEC過剰発現のメカニ

ズムと骨髄免疫微小環境の解析 

・半田知宏（京都大学医学部附属病院呼吸器内科／呼吸器不全先進医療講座） 

IgG4 関連呼吸器疾患の診断基準の検証 

・谷澤公伸（京都大学医学部附属病院呼吸器内科） 

進行性肺線維化を伴う間質性肺疾患の臨床像 

・原口正彦（総合地球環境学研究所） 

熱中症と新型コロナウイルス感染症に関するリスク認識・リスク回避行動の比較研究 

・子安 翔（京都大学医学部附属病院放射線診断科） 

成人Ｔ細胞白血病及び活性化制御性Ｔ細胞の発現している CCR4 の新規画像化法の開発とそれら

細胞の体内動態の解析 

［学会・研究会運営助成］ 

・第17回近畿サルコイドーシス研究会／2021年2月27日／大阪 

・第155回びまん性肺疾患研究会／2021年2月27日／大阪 

・第30回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会 

   会長：陳 和夫（京都大学大学院医学研究科呼吸管理睡眠制御学特定教授） 

   日時：2021年3月19、20日 

   会場：京都市勧業館「みやこめっせ」 

［研究会運営寄付］ 

・第40回日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会 

  会長：寺崎文生（大阪医科大学医学教育センター専門教授） 

  日時：2020年10月30、31日 

  会場：千里ライフサイエンスセンター 

［市民公開講座］ 

・第１回みんなで学ぶ健康学―新しい肺炎の時代を生きるために― 

   講師：伊藤功朗（京都大学大学院医学研究科呼吸器内科学講師） 

   日時：2020年11月29日 

   会場：メルパルク京都／来場者数102名 

   共催：公益財団法人京都健康管理研究会、大阪よみうり文化センター 

［季刊誌「健康塾通信」刊行］ 

・第12号（2020年10月15日）、第13号（2021年1月15日） 

……………………………………………………………………………………………………………………… 

2020年10月5日 第２回研究・奨学助成委員会 

2021年1月16日 第３回研究・奨学助成委員会 

2021年3月19日 令和３年度事業計画・予算計画など 

……………………………………………………………………………………………………………………… 
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住所：〒604-8111 京都市中京区三条通高倉東入桝屋町57番地 京都三条ビル401A号 

電話：075-746-2123（火・水・木・金の10～15時） 

FAX：075-746-2092  E-mail: info@kyoto-f.com  https://www.kyoto-f.com 

 

〈事業案内〉 

１．研究助成 

２．海外留学助成 

３．海外で開催される国際学会・研究会・シンポジウム等への出席経費の助成 

１. ２. ３. の2022年度の公募は2021年11月1日～12月31日の予定。詳細はウェブサイトをご参照

ください。 

４．学会・研究会・運営経費の助成：受付は随時 

５．難病患者団体（京都府下在住）の活動経費助成 １件50万円まで 

2022年度の公募は2021年11月1日～12月31日の予定。詳細はウェブサイトをご参照ください。 

６．医学・医療にかかわる書籍の刊行・刊行助成：申請は随時 

７．市民公開講座：次回は6月27日(日)の予定 

８．医療相談事業、医療教育講座事業 

９．季刊誌「健康塾通信」：次回は 7月15日発行予定 

〈役員〉 

［評議員］ 辻 周平、橋本弘藏、吉田奈々子、近藤幾雄、丹波寛志、大藪正樹、長井 攝 

［理事］  泉 孝英（理事長）、髙嶋 彰（常勤）、堤 勉（常勤）、長井苑子（非常勤）、 

      江塚 宏（非常勤）、平井豊博（非常勤） 

［監事］  種田和雄 

 

 

 

 

公益財団法人 京都健康管理研究会 

みんなで学ぶ健康学 ～人工関節編～ 
足腰を守り健康寿命を伸ばそう 

骨の密度は50歳前後から下がり始め、60歳女性の３人に１人、70歳女性となると２人に１人が

骨粗鬆症状態であると言われています。骨粗鬆症があると骨折を起こす危険が４倍以上上昇し、

骨折による歩行能力の低下、さらには寿命への悪影響も懸念されます。 

今回の講座では骨粗鬆症の予防方法、最新の骨粗鬆症治療薬を紹介しつつ、同じく歩行能力へ

の影響の大きい変形性股関節症治療の最新のトレンドについてもお話します。 

会場：メルパルク京都 7 階（JR 京都駅前） 

講師：河井利之（京都大学大学院医学研究科 整形外科学助教） 

日時：令和 3 年 6 月 27 日 (日)  13:00～15:30（受付 12:30）◎無料（定員140人） 

主催：大阪よみうり文化センター 

協賛：公益財団法人 京都健康管理研究会 

後援：読売新聞大阪本社 

FAX (075-353-7071)で郵便番号、氏名、年齢、参加人数を明記のうえ「市民健康講座」係へ。 

はがきの場合は〒600-8216 京都市下京区東洞院通七条下ル メルパルク京都 7 階へ。 

申込 
方法 

市民公開講座 


